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上野焼協同組合と近畿大学が共同開発した新商品
「巴
ともえ

ライン」。保温性の高い特殊シリコンリングのフタ
や上野焼の印「巴

ともえ

　」を基調デザインにした器が誕生
しました。新調した上野焼パンフレット（P.24掲載）や
福智町ふるさと納税特典としても紹介されています。

と
っ
て
お
き
の
器
、
誕
生
。
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移
行
し
て
い
ま
す
。
福
智
町
が
生

き
残
っ
て
い
く
に
は
、
自
主
財
源
が

３
割
程
度
の
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
政
策
の
選
択
・
集
中
を
行
い
、

将
来
へ
の
布
石
も
打
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
、
最
善
の
選
択
を
見
出

し
、
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
福
智
町
は
町
有
地
の

売
却
や
県
内
初
の
太
陽
光
発
電「
水

上
フ
ロ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー
」
を
実
現
。

11
億
円
を
超
え
る
５
万
件
以
上
の

寄
附
を
集
め
た「
ふ
る
さ
と
納
税
」

な
ど
、「
稼
ぐ
力
」を
発
揮
す
る
町

と
し
て
も
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
来
年
開
館
予
定
の「
図
書

館・
歴
史
資
料
館
」は
、
全
国
に
誇

れ
る
先
駆
的
多
機
能
型
施
設
と
し

て
、
精
力
的
に
運
営
基
盤
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
・
医

療
・
介
護
が
連
携
し
た
少
子
高
齢

化
対
策
も
充
実
さ
せ
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
た「
し
ご
と
相
談
窓

口
」
を
強
化
す
る
な
ど
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
化
の
深
化
や
今
後
の
効
果

的
な
定
住
促
進
施
策
の
検
証
も
含

め
て
、
地
方
創
生
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
を
左
右
す
る「
教

育
」に
つ
い
て
も
、
そ
の
質
の
向
上

と
、
自
立
し
て
生
き
て
い
け
る
力
と

豊
か
な
感
性
を
培
う
人
づ
く
り
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

遊
休
地
に
つ
い
て
は
、
少
し
ず

つ
で
す
が
売
却
し
、
確
実
に
維
持

管
理
経
費
は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
旧
平
原
団
地
跡
地
を
売

却
予
定
で
す
。
さ
ら
に
今
後
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
町

外
へ
も
情
報
発
信
し
、
積
極
的
な

売
却
、
企
業
へ
の
貸
付
等
に
努
め
、

自
主
財
源
の
確
保
に
繋
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
上
野
地
区
の
一
部
、
堀

田
地
区
０・４
５
㎢
の
現
地
調
査
に

入
る
予
定
で
す
。
来
年
度
以
降
も

金
田
の
未
着
手
地
区
と
あ
わ
せ
、

早
急
に
事
業
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
等
と
連
携
し
て

防
災
訓
練
の
実
施
を
目
指
し
、
防

災
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
避
難
が
困
難
な
人
に
対

し
て
、
日
頃
か
ら
の
見
守
り
や
災

害
時
に
速
や
か
に
支
援
で
き
る
よ

う
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
避
難
経
路

や
危
険
箇
所
の
把
握
に
は
、
昨
年

度
更
新
し
た「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
に
は
、

普
段
か
ら「
自
分
た
ち
の
身
の
安
全

は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
意
識

で
、
災
害
時
に
備
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
や
暴
力
等

追
放
町
民
大
会
で
も
町
内
の
各
団

体
や
機
関
と
連
携
し
て
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

近
年
、
町
内
で
も
高
齢
者
を
狙
っ

た
悪
質
商
法
な
ど
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
25
年

か
ら
田
川
郡
消
費
者
セ
ン
タ
ー（
コ

ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）で
、
毎

週
火
・
木
の
９
～
16
時
に
専
門
相
談

員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

悪
質
商
法
の
排
除
に
も
力
強
く
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
空
家
対
策
。
福
智
町
で
は

協
議
会
を
設
置
し
て
専
門
家
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
実
態
に
即
し
た

空
家
対
策
計
画
の
策
定
を
行
い
ま

す
。
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
危
険
家
屋
に
つ
い
て
も
適
正
な

管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

定
住
促
進
の
た
め
、
空
家
バ
ン
ク

制
度
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

国
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

地
方
創
生
。
福
智
町
と
し
て
も
町

の
将
来
を
か
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
５
年
に
わ

た
る「
福
智
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」と「
福
智
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
全
国
に
お

け
る
先
駆
的
事
業
と
し
て
、
福
智

町
の
事
業
が
国
か
ら
採
択
さ
れ
る

な
ど
、
先
行
型
事
業
を
中
心
に
地

方
創
生
を
進
め
ま
し
た
。

　

本
年
度
は「
雇
用
・
定
住
促
進
」、

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
」、そ
し
て
平
成

26
年
度
の
５
８
０
倍
の
寄
附
を
集

め
て
貴
重
な
財
源
と
な
っ
た「
ふ
る

さ
と
納
税
」等
の
施
策
を
さ
ら
に
加

速
さ
せ
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

福智町誕生から10年が経ち、直面する課題の解決、将来への強固な
基盤づくりとともに、まちづくりのさらなる加速が求められています。
「次代に誇れる町」そして「誰もが夢を描ける町」の実現に向けて
嶋野町長が示した福智ならではのカラーをご紹介します。

１. 生活と暮らし
❶遊休地等の有効活用の推進
❷国土調査事業の積極的な推進
❸空家基本計画の作成
　※空家バンク制度の導入

２. 福祉と医療
❶サテライト事業の推進
　※高齢者へのきめ細かな支援体制
❷子ども医療費助成制度の拡充
　※今年10月から中学３年生まで拡充
❸子育て世代包括支援センターの設置
❹産後ケア事業の実施
❺在宅医療・介護連携の推進及び
　認知症施策の推進
❻公立保育所の民営化
❼待機児童の解消

３. 地域の活性化
❶地方創生推進と効果・定住施策の検証
❷ふるさと納税制度の強化推進
❸雇用・定住促進機能の強化

４. 農業
❶地域による営農活動の支援
❷担い手への農地集積の推進
❸土地基盤整備事業の推進

５. 教育
❶文教施設の整備
▶図書館・歴史資料館の開館準備
▶城山横穴群整備事業
▶学校施設整備事業
　※小中一貫連携教育に向けた取り組み

６. その他
❶行財政改革の推進
　※公共施設の統合・民営化の推進

存
在
感
の
あ
る
町
へ

　

昨
年
、
町
の「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
日
本
の
先
駆
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
は
じ
め
、
町
の
特
色
と
魅
力

を
表
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
に
、
地
域
の
価
値
観
や
自
ら

の
尺
度
を
も
っ
て
、
町
が
持
つ
潜
在

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
で
自
治
体
が
消
滅
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
惧
す
べ

き
は
、
自
ら
の
町
を
卑
下
す
る「
あ

き
ら
め
感
」が
日
常
的
に
な
る
こ
と
。

こ
の「
何
を
し
て
も
同
じ
」と
い
う

閉
塞
感
こ
そ
が
、
真
の
自
治
体
消

滅
を
生
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
体
消
滅
を
避
け
る
た
め
に

も
、
胸
を
張
っ
て「
わ
が
町
」と
言

え
る
誇
り
が
必
要
で
す
。
福
智
町

で
生
き
る
人
々
が
、
次
の
世
代
に
よ

り
良
い
郷
土
を
残
し
た
い
と
思
え

る
風
土
を
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は

じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
で
醸
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
に
対
す

る
誇
り
と
愛
着
が
根
底
に
あ
れ
ば
、

産
・
学
・
官
・
民
の
取
り
組
み
が
相

乗
効
果
を
発
揮
す
る
は
ず
で
す
。

　

地
方
交
付
税
の
削
減
等
で
、
国

は
、や
る
気
と
能
力
の
あ
る
自
治
体

を
重
点
的
に
支
援
す
る
方
針
へ
↘

公
有
財
産

国
土
調
査

防
犯
・
防
災

地
方
創
生

空
家
対
策

嶋野勝町長が本年度の施政方針を３月定例議会で表しました

3月末で13人が退職し、本年度
は11人の新戦力が加わりました。
新しい職務に慣れないながらも、
4月1日からそれぞれの部署で頑
張っています。まちで見掛けたら、
声をかけてあげてくださいね！

福智町新人職員紹介

生涯学習課
公民館係

植田 圭美
●主な担当業務
高齢者大学、公
民館管理、図書
室業務

総務課
消防防災係

松永 健吾
●主な担当業務
消防、防災、防犯、
空き家対策

まちづくり
総合政策課
政策推進係

太田 詠子
●主な担当業務
観光振興、ふる
さと納税、ＰＲ出
展、公平委員会

保健課
隣保館係

白石 友明
●主な担当業務
人権教育・啓発、
地域活動の支援

税務課
賦課係

清水 絵理
●主な担当業務
町県民税、法人
税、入湯税など
の町税賦課業務

平成28年度の重点施策
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町
発
注
の
公
共
工
事
に
か
か
る

競
争
入
札
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

も
現
行
の
制
度
で
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
が
、
今
以
上
に
公
平
性
、

透
明
性
が
保
た
れ
る
制
度
を
模
索
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
付

金
事
業
を
有
効
活
用
し
、
橋
梁
や

道
路
の
点
検
を
行
い
、
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
は
舗
装
改
修
、
橋
梁

改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。
通
学
路

問
題
に
つ
い
て
も
公
安
委
員
会
な

ど
と
協
議
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

県
事
業
に
つ
い
て
も
、
田
川
県
土
整

備
事
務
所
・
町
・
地
元
行
政
区
と

連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
完
成
予
定
だ
っ
た

県
営
伊
良
原
ダ
ム
の
完
成
遅
延
に

よ
り
、
町
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

老
朽
化
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
現

在
は
簡
易
的
な
維
持
補
修
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
伊
良
原
ダ
ム
完
成

後
は
現
在
の
田
川
地
区
水
道
企
業

団
か
ら
の
受
水
３
千
９
０
０
ト
ン
が

　

田
川
地
区
８
市
町
村
に
よ
る
、

し
尿
・
ご
み
処
理
施
設
の
共
同
建

設
・
処
理
を
進
め
る
方
向
で
決
定
。

ま
た
、
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業
に

対
す
る
助
成
も
引
き
続
き
実
施
し
、

河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
負
担
を
抑
え
る
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援

を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度

か
ら
国
保
の
財
政
運
営
が
県
に
移

行
さ
れ
、
国
保
税
率
の
見
直
し
を

強
く
迫
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
今
後
の
医
療
費
の
動
向
を
踏

ま
え
て
注
意
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
10
月
に
子
ど
も
医
療
費
制

度
が
始
ま
り
、
小
学
６
年
生
ま
で

を
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡
充
。

　
一
方
、
健
診
の
受
診
率
向
上
や
、

き
め
細
か
な
保
健
指
導
に
よ
り
、

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
防
止
し
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

定
期
接
種
に
加
え
、
麻
し
ん
風

し
ん
、
水
痘
接
種
、
高
齢
者
へ
の

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助

成
制
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

倍
以
上
に
な
る
見
込
み
。
町
内
の

老
朽
管
の
漏
水
修
繕
、
施
設
整
備
、

給
水
収
益
減
対
策
等
も
策
定
し
、

計
画
的
に
改
善
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
は
農
地
利
用
の
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
等
に
よ
り
、

農
地
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
現
在
の
各
集
落
営

農
組
織
を
強
化
し
て
法
人
化
へ
移

行
し
、
地
域
の
輪
作
体
系
を
維
持

し
つ
つ
、
各
種
作
物
の
栽
培
技
術
の

向
上
、
町
の
特
産
物
と
し
て
の
新
た

な
作
物
の
開
発
な
ど
、
６
次
産
業

化
を
視
野
に
し
た
取
り
組
み
を
進

め
農
業
所
得
増
額
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
の
４
割
を
占
め
る
山
林
に
つ
い

て
は
、
林
道
開
設
や
森
林
の
公
益

機
能
の
回
復
と
間
伐
材
等
の
利
用

を
推
進
し
、
林
業
後
継
者
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

　

３
月
現
在
で
１
千
９
８
７
戸
の

町
営
住
宅
。
計
画
に
沿
っ
て
建
替
を

進
め
、
状
況
に
応
じ
て
管
理
戸
数

を
削
減
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

伏
原
団
地
の
建
替
、
堀
川
団
地
の

改
修
・
建
替
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

私
立
保
育
所
は
改
築
等
に
よ
り

保
育
に
適
し
た
環
境
を
整
備
し
、

公
立
保
育
所
は
十
分
な
説
明
と
協

議
を
行
っ
て
民
営
化
を
進
め
ま
す
。

　

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
待
機
児
童
を
無
く
す
よ
う
努

め
、
連
絡
協
議
会
を
組
織
化
し
、

児
童
の
健
全
育
成
と
子
育
て
支
援

に
尽
力
し
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に
相
談

支
援
す
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
内
に
先
駆
け
、
産
後
ケ
ア
事
業

を
実
施
。
退
院
後
も
助
産
院
で
宿

泊
や
日
帰
り
、
母
乳
相
談
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
、
低
所
得
世
帯

と
年
金
生
活
者
等
に
対
し
て
臨
時

福
祉
給
付
金
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

　
「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
」

と
し
て
、
民
生
委
員
会
や
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、

独
居
者
や
高
齢
者
を
見
守
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
が
自
立
し
て

安
全
安
心
な
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
支
援
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

包
括
的
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

高
齢
者
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
体

制
づ
く
り
と
し
て
、
中
学
校
区
を

拠
点
と
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
の

推
進
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ

リ
ス
ク
高
齢
者
の
把
握
と
予
防
訪

問
活
動
を
継
続
し
、
高
齢
者
へ
の

支
援
体
制
や
新
た
な
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
、
認
知
症
施
策
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
運

動
普
及
推
進
員
や
食
生
活
改
善
推

進
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
よ

り
高
齢
者
支
援
に
取
り
組
み
、
高

齢
者
の
様
々
な
相
談
に
対
応
す
る
、

総
合
相
談
窓
口
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
要
支
援
者
へ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
と
予
防
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

隣
保
館
事
業
に
つ
い
て
は
、「
第

三
次
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
」
の
活
動

を
中
心
と
し
、
各
機
関
と
連
携
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
高
齢
者
へ
の
支

援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

合
併
当
初
か
ら
２
つ
の
診
療
所

を
存
続
す
る
方
針
で
運
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
累
積
赤
字
は
年
々

増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。
両
診

療
所
は
地
域
医
療
の
中
核
を
担
っ

て
お
り
、
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
検
討
を
重
ね
、
統
合
ま
た
は

民
営
化
を
視
野
に
入
れ
た
改
革
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
地
域
の
包
括

的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
公
立
診
療

所
は
重
要
な
役
割
を
担
う
と
推
測

さ
れ
る
た
め
、
診
療
所
の
動
向
等

を
見
守
り
な
が
ら
、
安
定
し
た
地

域
医
療
の
形
を
模
索
し
ま
す
。

　

税
に
つ
い
て
は
適
正
に
課
税
し
、

滞
納
者
の
財
産
調
査
を
行
い
、
悪

質
滞
納
者
に
は
法
的
措
置
を
と
る

な
ど
厳
し
い
姿
勢
で
滞
納
整
理
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
納
付
の

推
進
に
向
け
納
税
環
境
の
改
善
を

検
討
し
ま
す
。
住
宅
使
用
料
等
の

滞
納
に
つ
い
て
も
、平
等
性
を
図
り
、

住
宅
の
明
け
渡
し
等
を
行
い
ま
す
。

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
現
年
度

収
納
を
優
先
し
、
滞
納
を
増
や
さ

な
い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

入
札
制
度

建
設
事
業

町
営
住
宅

水
道
事
業

農
林
業
振
興

医
療
・
予
防

環
境
衛
生

国
民
健
康
保
険

福
祉

子
育
て
支
援

臨
時
給
付
金

町
立
診
療
所

滞
納
問
題

高
齢
者
支
援

農政課
農業土木係

吉田 雅之
●主な担当業務
農業用施設、水
路等の維持管理

住民課保険係

浦田 美優
●主な担当業務
年金、乳幼児・障
害者・ひとり親家
庭等医療

植田 浩央
●主な担当業務
水道施設の管理、
水道工事の設計・
施行、水質管理

福祉課福祉係

和田 栞
●主な担当業務
児童手当、保育
所、子育て支援

方城診療所

紫 逸平
●主な担当業務
診療所の管理・運
営に関する事務

保健課
地域包括支援
センター係

野瀬 真由美
●主な担当業務
高齢者の相談・
支援、介護予防、
地域体制づくり

水道課工務係水道課工務係水道課工務係水道課工務係
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底
的
に
無
駄
を
排
除
し
た
大
胆
な
歳
出
改
革

に
取
り
組
む
第
一
歩
と
し
て
、
本
年
度
の
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、
未
だ

景
気
の
低
迷
感
か
ら
脱
却
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
毎
年
歳
入
の
35
％
前
後
を
占
め
る
普

通
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
の
激
変
緩
和
期

間
に
入
り
、
算
定
基
礎
と
な
る
国
勢
調
査
人

口
が
前
回
よ
り
大
幅
に
減
少
し
、
試
算
で
は
約

１
億
５
千
万
円
ほ
ど
減
額
の
見
込
み
で
す
。
そ

の
反
面
、昨
年
度
か
ら
飛
躍
的
に
増
加
し
た「
ふ

る
さ
と
納
税
」に
つ
い
て
は
、
10
億
円
の
収
入

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
地
方
交
付
税
が

減
少
し
て
い
く
中
、
新
た
な
貴
重
な
財
源
と
し

て
、さ
ら
な
る
収
入
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
民
生
費
を
中
心
と
し
た
社

会
保
障
関
連
経
費
が
高
齢
化
等
に
よ
り
引
き

続
き
増
加
。
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活
の
確

保
、
生
活
と
密
接
に
関
わ
る
事
業
に
つ
い
て
は

一
定
の
予
算
を
配
分
す
る
一
方
、
経
常
経
費
に

つ
い
て
は
経
費
削
減
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
事
業
費
は
、
合
併
特
例
事
業
、

過
疎
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
優
先
順
位
を
付
け

た
う
え
で
実
施
し
ま
す
。
金
田
小
・
中
一
貫
型

義
務
教
育
学
校
建
設
事
業
費
の
一
部
と
し
て
、

用
地
購
入
費
及
び
基
本
設
計
、
用
地
測
量
設

計
費
を
計
上
し
て
お
り
、
来
年
度
以
降
の
早

期
建
設
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
な
お
事

業
実
施
に
お
い
て
は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
合

併
特
例
債
、
過
疎
対
策
事
業
債
及
び
緊
急
防

災
減
災
事
業
債
を
有
効
利
用
し
つ
つ
、
将
来
の

元
利
償
還
金
返
済
額
を
十
分
勘
案
し
、
財
政

余
力
の
範
囲
内
で
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

無
駄
を
省
い
た
大
胆
な
予
算
改
革
へ

　

平
成
27
年
度
普
通
会
計
決
算
見
込
に
お
い

て
一
定
の
黒
字
は
確
保
で
き
る
も
の
の
、
そ
の

中
身
は
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
金
、
基
金
の
取
崩

し
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
決
し
て
財
政
状

況
が
安
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
自
主
財
源
に
つ
い
て
は
毎
年
収
入
全
体
の

わ
ず
か
４
分
の
１
程
度
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
徹

用
語
説
明

一般会計歳出【性質別グラフ】 特別会計予算一般会計歳入一般会計歳出【目的別グラフ】

歳出

166億
1,813万円

歳入

166億
1,813万円

平
成
28
年
度

普
通
交
付
税
が
年
々
減
額
さ
れ
て
い
る
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
町
は
限
ら
れ
た
財
源
で

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
う
ち
「
一
般
会

計
」
は
基
本
的
・
全
般
的
な
経
費
を
経
理
す
る

会
計
で
、「
特
別
会
計
」
は
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計

と
区
分
し
て
経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

【
歳
入
】

▼
町
税
…
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く「
町

　

民
税
」、「
固
定
資
産
税
」、「
た
ば
こ
税
」、「
軽

　

自
動
車
税
」な
ど
の
税
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ
て

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で「
普
通
交
付
税
」

　

と「
特
別
交
付
税
」が
あ
り
ま
す
。「
地
方
交

　

付
税
」は
、
団
体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡
を

　

な
く
し
、
ど
の
住
民
に
も
一
定
の
行
政
サ
ー

　

ビ
ス
が
行
え
る
よ
う
、
国
税（
所
得
税
、
法
人

　

税
、
酒
税
、
消
費
税
及
び
た
ば
こ
税
）と
し
て

　

集
め
ら
れ
た
財
源
の
う
ち
一
定
割
合
の
額
を
、

　

地
方
公
共
団
体
に
再
配
分
す
る
も
の
で
す
。

▼
町
債
…
町
の
借
入
金（
借
金
）で
償
還
が
２
年

　

以
上
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
公
共
施
設
建
設

　

の
よ
う
に
一
時
的
に
多
額
の
経
費
を
必
要
と

　

し
、
か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
利
用
で
き
る

　

も
の
の
財
源
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

▼
国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定
の
事
業

　

に
対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
国

　

庫
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
、
国
庫
委
託
金
の

　

３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

▼
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対
し
て

　

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通
常
は
使
途

　

が
特
定
さ
れ
ま
す
。

▼
繰
入
金
…
積
立
金（
基
金
）の
取
り
崩
し
金
や

　

他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

【
目
的
別
歳
出
】 

　

地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
を
目
的
別
に
分

類
す
る
も
の
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
行

政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関
す
る

　

経
費
で
す
。 

▼
民
生
費
…
障
害
者
、
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

　

の
充
実
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、
健
康
増

　

進
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
振
興
た
め
の
支
援

　

や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の
経
費
で
す
。 

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の

　

経
費
で
す
。 

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
園
、
施
設
建
設

　

な
ど
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
教
育
費
…
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
充
実
、
文

　

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お
金

　
（
町
債
）の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利

　

子
を
支
払
う
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
諸
支
出
金
…
他
の
支
出
科
目
に
含
ま
れ
な
い

　

経
費
を
ま
と
め
た
科
目
で
す
。
各
種
基
金
へ

　

の
積
立
金
、
土
地
取
得
費
等
が
あ
り
ま
す
。 

▼
予
備
費
…
予
算
編
成
の
際
、
予
期
し
な
か
っ

　

た
支
出
に
対
応
す
る
た
め
の
科
目
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】 

　

地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性
質
別
に
分
類
す

る
も
の
で
、
義
務
的
経
費
、
投
資
的
経
費
、
そ
の

他
の
経
費
に
区
分
で
き
ま
す
。
義
務
的
経
費
は

支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
で
、
投
資
的

経
費
は
行
政
水
準
の
向
上
に
か
か
る
経
費
で
す
。

▼
人
件
費
…
議
員
報
酬
、
職
員
給
与
な
ど
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費

　

な
ど
消
費
的
性
質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼
維
持
補
修
費
…
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管

　

理
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
高

　

齢
者
、
児
童
、
心
身
障
害
者
な
ど
に
対
し
て

　

行
う
支
援
の
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
町
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し

　

て
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う
経
費
で
す
。

　

報
償
費（
講
師
謝
金
等
）、
役
務
費（
保
険
料

　

等
）、
負
担
金
・
補
助
金
及
び
交
付
金（
助
成

　

金
等
）な
ど
が
該
当
し
ま
す
。 

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共
施
設
の
新

　

増
設
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
す
。 

▼
災
害
復
旧
事
業
費
…
災
害
で
被
災
し
た
施
設

　

な
ど
を
復
旧
す
る
の
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
失
業
対
策
事
業
費
…
臨
時
的
に
就
職
の
機
会

　

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
建
設
事
業
な
ど

　

を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。 

▼
公
債
費
…
町
の
借
金
な
ど
を
償
還
す
る
た
め

　

の
経
費
で
す
。

▼
積
立
金
…
財
政
運
営
を
計
画
的
に
す
る
た
め

　

財
源
変
動
に
備
え
て
積
立
て
る
経
費
で
す
。 

▼
繰
出
金
…
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
と

　

の
間
で
、
相
互
に
資
金
運
用
を
す
る
た
め
の

　

経
費
で
す
。

町税
15億2,381 万円

（9.2%）

使用料・手数料
4 億 9,713 万円

（3.0%）

分担金・負担金
1億 8,186 万円

（1.1%）

財産収入
1億 4,072 万円

（0.8%）

諸収入
2億2,703 万円

（1.4%）

地方譲与税
9,100 万円

（0.6%）

地方消費税交付金
3億5,600 万円

（2.1%）

地方交付税
54億5,000 万円

（32.8%）

国庫支出金
19億6,050 万円

（11.8%）

県支出金
9億8,352 万円

（5.9%）

町債
22億2,690 万円

（13.4%）

地方特例交付金等…1,623 万円（0.1%）
自動車取得税交付金…1,400 万円（0.1%）

義務的経費（41.6％）
投資的経費（16.4％）

議会費　1億4,619 万円（0.9%）

総務費　18億1,637 万円（10.9%）

民生費　51億9,781 万円（31.3%）

衛生費　14億2,966 万円（8.6%）

労働費　295 万円（0.1%）
農林水産費　4 億1,588 万円（2.5%）

商工費　1億654 万円（0.6%）

土木費　17億5,645 万円（10.6%）

消防費　4 億2,089 万円（2.5%）

教育費　20億1,352 万円（12.1%）

災害復旧費　535 万円（0.1%）

公債費　21億5,278 万円（12.9%）

諸支出金・予備費　11億5,374 万円（6.9%）

人件費
21億7,372 万円

（13.0%）

扶助費
25億8,851 万円

（15.6%）

公債費
21億5,278 万円

（13.0%）

普通建設事業費
27億1,778 万円

（16.4%）

物件費
16億2,940 万円

（9.8%）

投資・出資・貸付金
4億901 万円（2.5%）

繰出金
16億
　3,988万円
　　　（9.9%）

基金積立金
11億1,374 万円

（6.7%）

予備費
2,000 万円（0.1%）

特別会計 予算等金額

同和地区住宅新築資金等
貸付事業特別会計 7,304 万円

国民健康保険事業
特別会計 43億1,997 万円

後期高齢者医療
特別会計 2億8,059 万円

国民健康保険福智町立
診療所事業特別会計 11億2,603 万円

田川郡町村公平委員会
特別会計 190 万円

水道事業会計

収益的収入   6億2,158 万円

収益的支出   6億736 万円

資本的収入 2億7,520 万円

資本的支出   4億1,678 万円

繰入金（11.7%）
19億4,943 万円

自主財源（33.2％）
依存財源（66.8％）

寄附金
10億円
（6.0%）

災害復旧事業費
535 万円（0.1%未満）

維持補修費
3億1,494 万円

（1.9%）

補助費等
18億5,302万円
　　　（11.1%）

予算編成
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（　 ）は前任地 （　 ）は前職

《
課
長
・
主
幹
》

議
会
事
務
局
長　

相
原 

明
（
財
政
課
指
導
調
整
・
管
財
係
長
か
ら
昇
格
）

人
権
・
同
和
対
策
課
長　

福
高 

教
晃
（
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
長
か
ら
昇
格
）

建
設
課
長　

森
藤 

光
博
（
住
宅
課
長
）

住
宅
課
長　

森
野 

秋
人
（
建
設
課
長
）

福
祉
課
長　

永
末 
卓
哉
（
議
会
事
務
局
長
）

福
祉
課 

第
一
保
育
所 
主
幹　

屋
成 

節
子
（
福
祉
課
第
一
保
育
所
係
長
か
ら
昇
格
）

福
祉
課 

神
崎
保
育
所 
主
幹　

藤
林 

美
晴
（
福
祉
課
神
崎
保
育
所
係
長
か
ら
昇
格
）

《
係
長
》

出
納
室 

会
計
係
長　

松
木 

江
利
子
（
福
祉
課
福
祉
係
）

総
務
課 

庶
務
係
長　

白
石 

輝
彦
（
農
政
課
農
政
係（
農
業
委
員
会
））

総
務
課 

消
防
防
災
係
長　

若
林 

友
克
（
住
宅
課
主
査
か
ら
昇
格
）

総
務
課 

電
算
係
長　

安
永 

義
明
（
水
道
課
業
務
係
）

財
政
課 

指
導
調
整
・
管
財
係
長　

山
本 

一
博
（
財
政
課
主
査
か
ら
昇
格
）

財
政
課 

財
政
係
長　

仲
村 

和
宏
（
財
政
課
主
査
か
ら
昇
格
）

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課 

地
域
振
興
係
長　

野
村 

和
貴（
方
城
診
療
所
主
査
か
ら
昇
格
）

住
民
課 

住
民
係
長　

日
野 

美
佳
（
福
祉
課
主
査
か
ら
昇
格
）

住
民
課 

環
境
衛
生
係
長　

田
丸 

義
雅
（
住
民
課
付（
下
田
川
清
掃
施
設
組
合
派
遣
））

人
権
・
同
和
対
策
課 

人
権
・
同
和
対
策
係
長　

田
中 

朋
之
（
住
民
課
環
境
衛
生
係
）

福
祉
課 

福
祉
係
長　

守
田 

裕
一
郎
（
財
政
課
財
政
係
）

福
祉
課 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

永
田 

裕
次
郎
（
保
健
課
隣
保
館
係
）

福
祉
課 

第
一
保
育
所　

係
長　

仲
村 

知
眞
子
（
第
一
保
育
所
主
査
か
ら
昇
格
）

福
祉
課 

神
崎
保
育
所　

係
長　

新 

久
子
（
神
崎
保
育
所
主
査
か
ら
昇
格
）

保
健
課 

隣
保
館
係
長　

猪
口 

聡
志
（
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係
）

農
政
課 

農
政
係（
農
業
委
員
会
）係
長　

竹
宗 

慶
（
農
政
課
主
査
か
ら
昇
格
）

農
政
課 

農
業
土
木
係
長　

仲
村 

芳
久
（
建
設
課
土
木
係
）

建
設
課 

維
持
係
長　

久
保
田 

利
弘
（
総
務
課
電
算
係
）

建
設
課 

土
木
係
長　

森
野 

道
正
（
総
務
課
庶
務
係
）

建
設
課 

土
木
係
長　

和
田 

祐
一
（
農
政
課
農
業
土
木
係
）

水
道
課 

業
務
係
長　

澤
井 

秀
孝
（
建
設
課
維
持
係
）

生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
係
長　

田
中 

政
文
（
税
務
課
賦
課
係
）

方
城
支
所 

地
域
住
民
係
長　

永
岡 

里
美
（
住
民
課
住
民
係
）

《
係
》
※
主
査
以
下
は
課
ご
と
の
配
置

総
務
課 

主
任
主
事　

日
吉 

由
香
（
税
務
課
）

総
務
課 

主
事　

稲
垣 

陽
太
郎
（
学
校
教
育
課
）

総
務
課 

主
事　

松
永 

健
吾
（
新
規
採
用
）

総
務
課 

技
能
員　

山
根 

潤
太
郎
（
福
祉
課
神
崎
保
育
所
）

財
政
課 

主
事　

田
口 

友
崇
（
総
務
課
付
（
福
岡
県
派
遣
））

財
政
課 

主
事　

臺
良 

友
里
（
住
民
課
）

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課 

主
事　

太
田 

詠
子
（
新
規
採
用
）

税
務
課 

主
任
主
事　

山
本 

太
地
（
総
務
課
）

税
務
課 

主
事　

清
水 

絵
理
（
新
規
採
用
）

住
民
課 

主
任
主
事　

奥 

智
美
（
人
権
・
同
和
対
策
課
）

住
民
課 

主
事　

竹
森 

洋
介
（
水
道
課
）

住
民
課 

主
事　

浦
田 

美
優
（
新
規
採
用
）

福
祉
課 

主
査　

藤
村 

成
美
（
議
会
事
務
局
）

福
祉
課 

主
査　

鵜
野 

真
由
美
（
住
民
課
）

福
祉
課 

主
事　

和
田 

栞
（
新
規
採
用
）

福
祉
課 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

主
事　

河
口 

百
合
恵
（
福
祉
課
中
央
保
育
所
）

福
祉
課 

中
央
保
育
所 

看
護
師　

永
岡 

富
美
（
方
城
診
療
所
）

福
祉
課 

第
一
保
育
所 

調
理
員　

松
井 

宏
美
（
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

保
健
課 

主
査　

藤
井 

浩
二
（
総
務
課
）

保
健
課 

主
事　

斉
藤 

亮
磨
（
生
涯
学
習
課
）

保
健
課 

主
事　

野
瀬 

真
由
美
（
新
規
採
用
）

保
健
課 

主
事　

白
石 

友
明
（
新
規
採
用
）

農
政
課 

主
査　

古
殿 

大
祐
（
総
務
課
）

農
政
課 

主
事　

吉
田 

雅
之
（
新
規
採
用
）

建
設
課 

主
査　

小
柳 

直
樹
（
財
政
課
）

建
設
課 

主
事　

福
島 

信
一
郎
（
福
祉
課
）

建
設
課 

技
能
員　

中
村 

克
也
（
水
道
課
）

住
宅
課 

主
査　

中
村 

敬
（
建
設
課
）

水
道
課 

主
査　

竹
宗 

知
子
（
住
民
課
）

水
道
課 

主
事　

世
良 

翔
平
（
保
健
課
）

水
道
課 

主
事　

高
橋 

舜
弥
（
保
健
課
）

水
道
課 

主
事　

植
田 

浩
央
（
新
規
採
用
）

学
校
教
育
課 

主
任
主
事　

相
原 

啓
太
（
総
務
課
）

学
校
教
育
課 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

調
理
員　

早
谷 

和
匡
（
福
祉
課
第
一
保
育
所
）

生
涯
学
習
課 

主
事　

植
田 

圭
美
（
新
規
採
用
）

赤
池
支
所 

主
査　

豊
田 

祐
香
（
建
設
課
）

方
城
支
所 

主
査　

白
石 

美
幸
（
農
政
課
）

コ
ス
モ
ス
診
療
所 

主
任
看
護
師　

代
谷 

真
弓
（
保
健
課
）

方
城
診
療
所 

主
任
看
護
師　

原 

ち
か
子
（
方
城
診
療
所
看
護
師
か
ら
昇
格
）

方
城
診
療
所 

看
護
師　

村
上 

悦
子
（
保
健
課
）

方
城
診
療
所 

主
事　

紫 

逸
平
（
新
規
採
用
）

方
城
診
療
所 

医
師　

西
田 

紗
季
（
新
規
採
用
）

市場小学校

伊方小学校

弁城小学校

金田小学校

赤池中学校

方城中学校

金田中学校
浦田　茂美 先生
品川佳代子 先生

（鷹峰中）
（糸田中）

中園　仁美 教頭
手嶋　恵治 先生
次原かおり 先生
橋村　哲徳 先生

（鷹峰中）
（桂川中）
（赤池中）
（採銅所小）

春永功次郎 教頭
田中　朋美 先生
中村　　葊 先生
田中　美佳 先生
髙栁　麻巳 先生

（方城中）
（香春中）
（勾金中）
（方城中）
（大任中）

石塲　広規 教頭
大澤　啓嗣 先生
右田　昇一 先生
西本　沙静 先生

（市場小）
（初任者）
（初任者）
（香春小）

二宮　明美 先生
北島　友輔 先生
平尾　真弓 先生
栁田　玄仁 先生

（弁城小）
（初任者）
（中津原小）
（池尻小）

川上三千夫 校長
神﨑　未悠 先生
沖島美恵子 先生
澤村真奈美 先生
楠　　信弘 先生
佐藤　吉邦 先生

（上野小）
（初任者）
（赤　小）
（初任者）
（金田中）
（市場小）

上野小学校

久原　琢磨 教頭
森　　留美 先生
宮本真由美 先生

（大任小）
（河東小）
（金田小）

馬場　利文 先生
村上　正啓 先生
勇　　裕成 先生
永津　明敏 先生

（弁城小）
（添田小）
（金田小）
（伊方小）

行政組織

住民サービスのさらなる向上のため、福智町では４月１日に
人事異動や機構の見直しを行い、新体制となりました。

1保健課所管の「男女共同参画に関する事務」　が総務課人事係へ移行。
2赤池支所の位置を変更。※赤池支所は「中央公民館」の中に移りました。

Fu
ku

ch
i

New
 or

de
r

機構の変更点

方城診療所
西田 紗季 医師

●message
方城診療所で内科を担当します。一人
ひとりの声に丁寧に対応し、みなさま
に親しんでいただけるよう頑張ります。

着任

中央公民館 ／福智町赤池970番地3

●赤池支所 ☎28-2004
●生涯学習課 公民館係 ☎28-4100

方城支所 ／福智町弁城2237番地1

●方城支所 ☎22-0520
●学校教育課  ☎22-1192
●生涯学習課  ☎22-1521

（社会教育係、人権同和教育係）
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町
税
の
納
付
し
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

新たな拠点の誕生に向けて

被災地の一日も早い復興を願って熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
エ
ー
ル

平成28年度町税納付期限

図
書
館
・
歴
史
資
料
館
改
修
工
事

4月19日に義援金箱を設置した矢野議長と嶋野町長

図書館・歴史資料館への改修工事が始まった旧赤池支所

車
い
す
テ
ニ
ス
大
会
出
場
選
手
を
お
も
て
な
し

2016 飯塚国際車いすテニス大会 国際交歓会

　

４
月
14
日
か
ら
立
て
続
け
に
熊
本
地
方
を

襲
っ
た
大
地
震
。
被
災
し
た
方
々
が
一
日
で

も
早
く
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

４
月
19
日
、
町
内
７
か
所
に
義
援
金
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。【
設
置
場
所

一
覧
▼
役
場
本
庁
▼
方
城
支
所
▼
中
央
公
民

館
▼
公
民
館
金
田
分
館
▼
公
民
館
方
城
分
館

▼
方
城
診
療
所
▼
コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
】

　

ま
た
、
４
月
22
日
か
ら
３
日
間
、
役
場
の

有
志
８
人
と
地
元
企
業
が
共
同
し
、
熊
本
市

な
ど
で
炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。
詳
細
は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。 海外選手に福智の伝統を披露

　飯塚国際車いすテニス大会の出場選手が集
う交歓会が福智町で開催されます。場内での
飲食は食券方式（１枚100円）で、収益の一
部が義援金として日本赤十字社に送られます。

　

来
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の「
福
智
町

図
書
館
・
歴
史
資
料
館
」の
改
修
工
事
が
４
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
合
併
後
10
年
間
、
赤

池
支
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
の
建
物
。

改
修
し
、
新
た
な
拠
点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
で
、
施
設
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
証
明
書
の
発
行
な
ど
の「
赤

池
支
所
機
能
」は「
中
央
公
民
館
」へ
。
学
校

教
育
課
、
生
涯
学
習
課
な
ど
の「
教
育
委
員

会
機
能
」は
公
民
館
係
を
除
い
て「
方
城
支
所
」

へ
移
転
し
て
い
ま
す
。
お
間
違
え
の
無
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
変
更
後
の
電
話

番
号
な
ど
の
情
報
は
P
８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　５月上旬、平成28年度の「軽自動車税」と「固
定資産税」の納税通知書を発送しました。納付
期限は次のとおりです。期限を過ぎると督促
料や高額の延滞金が課される場合があります。

全期▶ 5月31日火
軽自動車税

１期▶ 5月31日火　２期▶ 8月1日月
３期▶ 9月30日金　４期▶12月26日月

固定資産税

１期▶ 6月30日木　２期▶ 8月31日水
３期▶10月31日月　４期▶11月30日水

町県民税

１期▶ 8月 1日月　２期▶ 8月31日水
３期▶ 9月30日金　４期▶10月31日月
５期▶11月30日水　６期▶12月26日月
７期▶1 月31日火　８期▶ 2月28日火

国民健康保険税

５月上旬発送

５月上旬発送

６月上旬発送

７月上旬発送

問役場税務課賦課係　☎22-7762

日時▶ 5月20日金  19:00 開会
場所▶金田体育館（金田駅裏に駐車場あり）
※小学生以上は100円の募金をお願いします。 
※試合は5月17日火～22日日に筑豊ハイツ・
　筑豊緑地で行われます。国枝慎吾選手など世
　界的プロの試合を、ぜひ間近でご覧ください！
問役場福祉課　☎22-7763

海外選手に福智の伝統を披露海外選手に福智の伝統を披露

4月19日に義援金箱を設置した矢野議長と嶋野町長4月19日に義援金箱を設置した矢野議長と嶋野町長

図書館・歴史資料館への改修工事が始まった旧赤池支所

福智町教育委員会
ニュース

教
育
の
ま
ち
へ

川８市町村の首長で組織する「田
川地区中等教育環境整備検討委

員会」では、田川地区の教育環境の整
備を進めています。「教育のまちたがわ」
の実現に向け、「田川はひとつ」を合言
葉に議論を進める中、高校進学時に田
川地区の子どもたちが、より学力水準の
高い地区へ進学する現状に着目。低下
傾向にある田川地区の生徒数や学力水
準を引き上げるため、委員会では「中高
一貫教育の制度化」を８市町村の重点
目標として打ち出しました。

要望書を福岡県に提出

田川地区の
公立中高一貫校
実現に向けて
田川地区中等教育環境整備検討委員会

田

中
一
貫
の
義
務
教

育
学
校
は
、
学
力

だ
け
で
な
く
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
を
よ
り
大
切
に

育
む
政
策
。
小
・
中
で
情

報
を
共
有
し
た
一
貫
教
育

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
福

智
町
の
保
護
者
の
多
く
は

共
働
き
家
庭
で
、
さ
ら
に

地
域
の
つ
な
が
り
も
減
少

す
る
中
、
教
育
の
核
と
な

る
学
校
の
重
要
性
は
高
ま

る
ば
か
り
で
す
。

▼
一
方
、
田
川
地
域
の
中

高
一
貫
校
は
子
ど
も
た
ち

の
進
路
の
選
択
肢
を
広
げ

る
広
域
政
策
。
毎
年
、
田

川
地
域
か
ら
百
人
以
上
が

区
域
外
に
進
学
す
る
現
状

に
歯
止
め
を
か
け
、
教
育

の
ま
ち
づ
く
り
の
環
境
整

備
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

教
育
改
革
で
創
る

人
と
ま
ち
の
未
来

小

Fukuchi town Board of Education
NEWS

福智町教育委員会
ニュース

８
市
町
村
に
よ
る
委
員
会
及
び
幹
事
会

田小・中学校の老朽化に伴い、
金田地区の教育環境整備が長

年の課題となっていた福智町。改築補
強か新校舎建設か、また、教育効果や
建設の費用対効果、防災設備としての
活用方法など、これからの福智町に合
う施設を模索してきました。そのよう
な中、学校教育法が一部改正され、今
年４月１日から「義務教育学校」の制度
が施行されました。
▶新しい学校として定められた「義務
教育学校」とは、小中学校が１つの学
校となり、小・中学校の教職員が一緒
になって、９年間を一貫して教育する
学校。小学課程６年と中学課程３年で
す。義務教育学校にすることによって、
学校独自の９年間の教育課程を作るこ
とができ、自尊感情の向上、学力の向上、
不登校の減少などの効果が期待できま
す。国の教育施策を融合させながら、
福智町ならではの教育を確立し、町の
将来を担う人材を育成していきます。

福智ならではの教育確立へ向けて

金田小・中学校を
義務教育学校に
福智町／福智町教育委員会

金

４月19日に金田分館で開かれた保護者対象の説明会

嶋野 勝  福智町長

▶よりよい教育環境の整備に向けて議
論を重ね、３月11日に各首長の連名で
小川洋県知事と城戸秀明県教育長に、
中高一貫校の整備に関する要望書を提
出。今回提出した要望書をもとに、田川
地区の未来を担う若者たちを育成してい
くための方策を福岡県と８市町村が強力
なスクラムを組んで、「教育のまちたが
わ」の実現に向けて取り組んでいきます。

将
来
が
託
さ
れ
た
人
材
育
成
と

そ
の
使
命
を
担
う
学
校
教
育
…

改
革
に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

将
来
が
託
さ
れ
た
人
材
育
成
と

そ
の
使
命
を
担
う
学
校
教
育
…

改
革
に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

Fukuchi town Board of Education
NEWS

将
来
が
託
さ
れ
た
人
材
育
成
と

そ
の
使
命
を
担
う
学
校
教
育
…

改
革
に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

将
来
が
託
さ
れ
た
人
材
育
成
と

そ
の
使
命
を
担
う
学
校
教
育
…

改
革
に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

問役場住民課保険係　☎22-7761
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※畜犬登録済みの場合は通知書が届き
　ますので、当日会場にご持参ください。

問役場住民課環境衛生係
　☎22-7761

1畜犬登録料　 　　　3,000 円
　（すでに登録済みの場合は不要）

2 狂犬病予防注射代　2,600 円

3注射済票交付手数料　550 円
※会場には、犬を抑えることができる人が
　同伴してください。また、犬が暴れる
　ことがありますので、同伴者は動きや
　すい靴でお越しください。
※集団注射会場では、犬のケンカや人
　をかむ事故などの危険が高まりますの
　で、確実な診断を行うためにも、動物
　病院での接種をおすすめします。
※会場で接種を受けた方のみ「接種済票」
　を交付します。動物病院等で接種した
　人や、飼犬の新規登録を行いたい人は
　住民課環境衛生係までお越しください。

年
に
１
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

日
程
内
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
都
合
の
よ
い
日
時
を
選
ん
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

都
合
の
よ
い
日
時
か
ら
選
ん
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
接
種
費
用
は
同
額
）

金田・神崎地区　

  9:00～  9:10 平原教育集会所

  9:15～  9:25 上金田公民館

  9:30～  9:40 金田一区公民館

  9:50 ～  9:55 福丸公民館

10:00～10:10 南木公民館

10:15～10:25 太陽公民館

10:30～10:35 神崎第一公民館

10:40～10:50 神崎第二公民館

10:55～11:00 福吉公民館

11:05 ～11:15 若草公民館

11:20～11:30 人見公民館

11:35 ～11:45 新宝見団地駐車場

11:50～12:00 宝見公民館

12:05 ～12:15 本庁舎裏

11日水

10日火
弁城・伊方地区　

  9:10～  9:25 久六集会所

  9:30～  9:45 浄万寺集会所

  9:50～10:00 上弁城集会所

 10:05～10:15 新町集会所

10:20～10:30 迫集会所

10:35～10:45 宝珠集会所

10:50～11:00 春田集会所

11:10～11:20 方城支所前

11:25～11:40 見六生活館

13:10～13:15 東古門集会所

13:20～13:25 やすらぎ館

13:30～13:40 西古門集会所

13:45～13:55 職員区集会所

14:00～14:10 鶴ヶ丘集会所

14:20～14:30 東ケ丘集会所

14:35～14:50 中原集会所

14:55～15:10 新門上集会所

上野・市場・赤池地区　

  9:10～  9:20 上野一区集会所

  9:25 ～  9:35 旧老人ホーム天郷荘

  9:45～  9:50 大浦共同作業所

  9:55～10:05 上野五区集会所

10:10 ～10:25 上野四区集会所

10:30 ～10:40 上野農協

10:45～11:00 上野三区集会所

11:05～11:15 猿畑集会所

11:20 ～11:30 十二支所集会所

11:35 ～11:50 赤池駅前公園

13:10 ～13:20 草場集会所

13:25 ～13:40 市場集会所

13:45～14:05 生力 NT集会所

14:10～14:20 赤池 NT集会所

14:25～14:30 第二十支所生活館

14:35 ～14:50 中尾児童遊園

14:55～15:05 西町集会所

15:10～15:15 高尾集会所

15:20～15:25 伏原公民館

12 日木

　出生から90日以上経過した犬を
　飼っている場合

　狂犬病の予防接種後

　譲渡などによる飼い主変更

　引っ越しなどによる住所地変更

　飼犬が人をかんだとき

　行方不明または死亡したとき

こんな時は届出を！

平成28年5月1日

福智町職員および関係団体の不祥事関連事案について

　架空出張による公金詐欺容疑で3月24日に福智町人権・同和対策課の課長級職員（3月

31日付定年退職）が、架空出張（東京都）による公金詐欺容疑で逮捕されました。さらに、

事案の検証を進める過程で、新たに関係団体による不正事案が判明し、4月14日に、その

元課長級職員が別の出張（長野県）でも同容疑で再逮捕されました。現在判明している不

正事案の概要を、町長のお詫びとあわせてご報告申し上げます。

不正事案のご報告とお詫び

　今回発覚した町職員の不祥事と度重なる逮捕につきましては、住民のみなさまをはじめ関係
各位に大変ご迷惑をおかけしております。今日までみなさまからお寄せいただいておりました
信頼が大きく揺らいだことを大変重く受け止めており、深くお詫び申し上げます。
　職員の架空出張および関係団体による助成金の不正申請につきましては、行政のチェック機
能の甘さが大きな原因だと考えております。
　出張旅費につきましては、今までは行き先ごとに決められた額が支給され、領収書などの提
出が義務付けられておりませんでした。現在「旅費規程検討委員会」を立ち上げ、全職員の過
去の県外出張を調査し、第三者を交えて出張旅費の条例改正を審議しており、6月の福智町議
会定例会に上程予定です。現在は4月1日から職員の県外出張を実費精算で運用しており、領
収書および出張復命書の添付を義務付けております。
　元町職員の処分につきましては、今後、裁判および捜査の推移を見守りながら「人事諮問委
員会」で審議し、厳正に対処してまいります。
　今回の不祥事を受け、改めて職員に対して法令の遵守と服務規律の確保の徹底を図り、再
発防止に向けて全力で取り組むともに、一日も早く住民のみなさまの信頼回復が図られるよう
職員一丸となって取り組んでまいります。

福智町長   嶋 野 　勝

不正事案の対応について　一連の不正事案について次のとおり再発防止に取り組んでいます。

■福智町旅費規程検討委員会
４月11日に発足し、定期的に協議を重ねています。
○架空出張の対処方針
・旅費請求時点での要請文書等添付
・業務プロセス化の実施協議
・復命書の義務化（県外県内宿泊分）の審議
○航空運賃（条例改正）
・定額運賃支払いを変更【４月１日から実費精算へ】

※6月定例議会前までに答申案を策定予定

■

４月12日に発足し、その後定期的に協議を
重ねています。職員の旅費詐取に関わる

案件について、
経過を把握し、
今後の処分も
含めて推移を
見ながら判断
していきます。

　福智町人事諮問委員会
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福智町の特定健診受診率

4O代・5O代のかたの

受診をお願いします！特
定
健
診
受
診
率（
％
）

４
人
の
う
ち
１
人
が
受
診

ま
だ
ま
だ
低
い
受
診
率

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

予
防
の
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら

始
ま
っ
た「
特
定
健
康
診
査
」。
40

歳
～
74
歳
の
保
険
加
入
者
を
対
象

に
、
メ
タ
ボ（
※
）に
着
目
し
た
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
の
平
成

26
年
度
の
受
診
率
は
全
体
で
見
る

と
約
25
％
で
、
前
の
年
に
比
べ
、

少
し
上
昇
し
て
い
ま
す
（
下
図
）。

　

し
か
し
、
目
標
受
診
率
40
％
に

は
ま
だ
届
い
て
い
な
い
の
が
現
状
。

特
に
40
代
・
50
代
は
受
診
率
の
低
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、
20
％
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
な
い

と
、
体
の
内
側
に
潜
む
病
気
の
元

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

年
に
１
度
は
必
ず
受
診
！

６
月
は
集
団
健
診
で
す

　

あ
な
た
が
最
後
に
健
診
を
受
け

た
の
は
い
つ
で
す
か
。
福
智
町
の
基

本
健
診
・
国
保
健
診
は
身
体
測
定
、

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
採
血
な
ど
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が

ん
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
特
定
の

病
気
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
行

う
検
診
は
、
医
療
機
関
で
自
費
で

健
診
を
受
け
る
際
の
費
用
よ
り
も
、

町
で
受
け
る
方
が
安
く
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
健
診
は
町

内
３
つ
の
会
場
で
、
年
２
回（
６
月
・

10
月
）実
施
し
て
い
ま
す
。
自
身
の

健
康
状
態
の
変
化
を
知
る
た
め
に
、

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
健
診
を

受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
、

ド
ミ
ノ
倒
し
に
病
気
に
…

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
」と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
メ
タ
ボ
の
進
行
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
が
ド
ミ
ノ
倒

し
の
よ
う
に
連
鎖
し
て
起
こ
り
、
最

悪
の
場
合
に
は
死
に
つ
な
が
る
病
気

を
招
い
て
し
ま
う
状
態
の
こ
と
で
す

（
左
図
）。
最
初
の
駒
は
過
食
や
運
動

不
足
な
ど
の
“
生
活
習
慣
の
乱
れ
”。

肥
満
を
引
き
起
こ
し
、
ド
ミ
ノ
倒
し

の
駒
を
倒
す
よ
う
に
病
気
を
引
き
起

こ
す
引
き
金
と
な
り
ま
す
。
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
い
く
つ
も
重
な
る

と
、
１
つ
の
病
気
の
進
行
よ
り
も
何

倍
も
の
危
険
性
を
伴
っ
て
、
メ
タ
ボ

メタボリックドミノの恐怖

腎
不
全

網
膜
症

神
経
障
害

脳
卒
中

認
知
症

腎
臓
病

糖
尿
病

動
脈

硬
化

高
血
糖

高
血
圧

脂
質

異
常

肥
満

良くない
生活習慣

ここまで進行　
する前にぜひ　
チェックを！

リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
は
一
気
に
進
み
ま
す
。

し
か
し
、
早
い
段
階
で
止
め
ら
れ
れ

ば
最
悪
の
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
手
を
打

つ
こ
と
が
連
鎖
を
防
ぐ
カ
ギ
で
す
。

ま
ず
は
健
診
で
チ
ェ
ッ
ク

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　

最
初
の
ド
ミ
ノ
を
倒
さ
な
い
た
め
、

ま
ず
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
早
い
段
階
で
生
活
習

慣
を
改
善
し
、治
療
に
取
り
組
め
ば
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
ド
ミ
ノ
の
進
行
を
止

め
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
健
診
で
自
身
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

Q.忙しいから受診する時間
　　がつくれません。

福智町の国保加入者は、指定され

た病院で予約を取ることによって、

無料で特定健診を受診することができます

（個別健診）。受診券と一緒に送られる「病

院の一覧」を確認して、受診してください。

生活習慣病は自覚症状がほとんど

無いので、「日常生活に問題がない

から」と言って、体に異常がないとは限りま

せん。今の健康状態を目に見える形にする

ためにも、受診をおすすめします。

Q.日常生活に支障がないから
　  受診しなくても大丈夫？

Q.痩せているので、メタボ
　 とは無縁ですよね？

痩せているから健康であるとは限り

ません。生活習慣病にかかる危険性

は、太っていなくても十分にあります。「特

定健診とは無縁だ」と思わずに、ぜひ一度

受診してください。

通院中の人も特定健診の受診対象

です。特定健診を通して、今治療し

ている病気以外の健康管理にも役立てるこ

とができます。１年に１回、無料で受診でき

る特定健診をぜひご活用ください。

Q.定期的に通院しているので
　  受診する必要ないのでは？

●身体測定、血液、尿検査などの基本的な健診は、加入している健康保険
　によって、申し込み先が異なります。

●がん検診、骨粗しょう症健診、肝炎ウイルス検診は対象に当てはまれば、　
　加入している健康保険に関係なく受けられます。

▶本年度の健診が始まります。詳細は次ページでご確認を！

見
直
そ
う
！
生
活
習
慣

今
年
も「
健
診
」申
込
み
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
が
、
健
康
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

自
己
の
健
康
管
理
の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
の

40
歳
以
上
の
方
、
本
当
に
大
丈
夫
？Q

＆A

年
に
一
度
は
健
診
で
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
！

胃がん検診胃がん検診 肺炎ウイルス検診肺炎ウイルス検診 乳がん検診乳がん検診 肺がん検診

↓検査項目、対象者、料金についてはP.19をご覧ください。

A.

A. A.

A.

▶ドミノ倒しのように、病気が次々と襲ってきます。

健
診
健
診
へ
行
こ
う

※メタボ：メタボリックシンドロームの略

肺がん検診
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本
年
度
の

「
健
診
」が

始
ま
り
ま
す
。

がん検診、骨粗しょう症検診、肝炎ウイルス検診は、加
入している健康保険に関係なく受けられます。P.19を
ご確認のうえ、受けたい項目を選んで受診しましょう。

身体計測、血液、尿検査などの基本的な健診は、加入
している健康保険によって申し込み先が異なります。
町では、国保加入者と生保受給者に対して行います。

40歳以上の人は、P.11の「基本健診（無料）」を受診して
ください。受診の際は「診療依頼書」をご持参ください。

生活保護受給者で健康保険に加入していない人

問後期高齢者医療広域連合 ☎092-651-3111

後期高齢者医療広域連合から案内が送付されます。そ
の案内に従い、実施医療機関に直接お申し込みください。

福岡県後期高齢者医療保険に加入している人

特定健診はすべての健康保険で実施されています。詳し
くはご加入の健康保険の担当者へお問い合わせください。

国民健康保険以外の健康保険に加入している人

※同じ項目を１年間で重複して受けることはできません。
※現在、自覚症状がある場合や、過去のがん検診で「要
　精密検査」と診断された人で、まだ精密検査を受診し
　ていない場合は、直接医療機関を受診してください。

がん検診のご注意

次のいずれかに該当する人は、「がん検診」「骨粗しょう
症検診」「肝炎ウイルス検診」を無料で受診できます。

　 70歳以上の人

　町民税非課税世帯に属する人
>所得状況を申告していない人は税情報の確認ができないため、
　受診料は有料となります。また平成28年1月1日に町外に住
　んでいた人は、そちらの市町村役場で「非課税世帯証明」を
　取得し、当日ご持参ください。

　 65～69歳の後期高齢者医療受給者
>当日「後期高齢者医療保険証」をご持参ください。

　 生活保護受給者
>当日「診療依頼書」をご持参ください。

次の人はがん等の検診料が無料になります

問コスモス保健センター ☎28-9500

国保健診・基本健診

町が行う健診は次の３つの会場で行われます。内容はいずれも同じで、お住まいの地区にかかわら
ず、お好きな日を選んで受診できます。今回は、６月に行われる健診の申し込みを受け付けます！

生活習慣病の危険性が
ないかを調べ、高血圧・
糖尿病などを防ぎます。

「がん」「骨粗しょう症」
「肝炎ウイルス」の早期
発見を目的に行います。

40～74歳で国民健康保険に加入している人は、P.11の
「国保健診（無料）」を受診できます。受診の際は、５月に該
当者へ送付する「受診券」と「保険証」をご持参ください。

問役場住民課保険係 ☎22-7761

国民健康保険加入者（4月1日から継続して加入）

「国保健診（無料）」は「指定実施医療機関」でも受診
できます。医療機関（受診場所）の一覧は、５月に受
診券と一緒にお送りします。６月～１月のうち都合
の良い日を、直接医療機関にご予約ください。ただ
し、国保健診以外（がん検診など）は受診できません。

がん・骨粗しょう症・肝炎ウイルス検診

健診についてのお問い合わせはお気軽に☟

6月17日金・18日土

健診日・会場

町では毎年、

６月と10月に

集団健診を

行っています！

6月19日日・20日月・21日火・22日火

10月14日金・15日土・16日日・17日月

【会場】金田保健センター（金田駅裏／福智町金田1271番地）

【会場】コスモス保健センター（福智町赤池970番地1）

【会場】方城保健センター（福智町弁城2239番地10）

▼ 今回のはがきでは申し込みできません。詳細は９月号でご案内します。

金田保健センター

※次のページをよくご覧のうえお申し込みください。

金田保健センター

コスモス保健センターコスモス保健センターコスモス保健センター

健診料金の算定のため、関係課に医療・所得状況などの調査をすることがあり
ます。このはがきの提出をもって、同意したものといたします。個人情報は、健
診事業以外には利用しませんので、ご安心ください。

 確認事項

健診料金の算定のため、関係課に医療・所得状況などの調査をすることがあり
ます。このはがきの提出をもって、同意したものといたします。個人情報は、健
診事業以外には利用しませんので、ご安心ください。

 確認事項

平成28年
6月16日まで

伊田支店
承 認

400

平成28年
6月16日まで

伊田支店
承 認

400

線に沿って切り取って記入漏れがないかご確認後、切手をはらずにそのままポストに投函してください。

8２５8 7 9 08２５8 7 9 0

５月21日土まで

５月23日月～６月３日金

申込受付期間

 郵送

黒
土
琴
音
保
健
師

小
屋
町
弓
佳
保
健
師

無料！

 電話
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【平成28年度】 健診申込はがき金田・赤池会場

はがきの記入方法

　 申し込み内容を参考に、受診日と受付時間を決定し、健診日の７日前までに問診表などの「健診セット」を自宅へお送りします。
　 料金は健診当日、会場でお支払いください。なるべくおつりのないようにお願いいたします。
　 肺がん健診は結核検診を兼ねています。65歳以上の人は感染症法で年１回はレントゲン検査を受けることが義務付けられています。
　 ペースメーカーを装着している人は、お申し込みの前に、胸部レントゲン検査・胃がん検診を受診してよいか主治医にご相談ください。
　 胃がん検診は、自力で立てない場合や、過去にバリウムを飲んで受診を要するほどの症状が出たことのある人は受けられません。
　 県が行う肝炎ウイルス検診（無料）もあります。申し込み・受診は、別途、田川保健福祉事務所 ☎42-9345へお問い合わせください。

∨検査項目 ∨検査内容 ∨対象　※年齢は平成29年3月31日現在の年齢。 ∨料金

国保健診 問診、身体測定、腹囲測定、診察、
血液検査、血圧、尿検査など

国民健康保険に加入している
40歳～74歳の男女 無料

基本健診 問診、身体測定、腹囲測定、診察、
血液検査、血圧、尿検査など

生活保護受給者で保険に加入していない
40歳以上の男女 無料

∨検査項目 ∨検査内容 ∨対象　※年齢は平成29年3月31日現在の年齢。 ∨料金

肺がん検診
⇨ 65歳以上の人は
　 結核検診を兼ねる
　（無料）

1 胸部レントゲン検査 40歳以上の男女 300 円

2 喀痰検査（3日分を提出）
⇨ 電話でお申し込みください。はがき不可。
⇨ 右の❶または❷に該当する人が対象。
⇨ 必ず胸部レントゲン検査も受けてください。

❶ 50歳以上で「1日の喫煙本数×喫煙年数」
　 が600以上の人
❷ 40歳以上で、半年以内に血痰があった人

900 円

胃がん検診 バリウムによる胃部レントゲン撮影 40歳以上の男女 1000 円

大腸がん検診 検便（2日分を提出） 40歳以上の男女 500 円

乳がん検診
⇨2 年に 1 回

マンモグラフィ（乳腺専用のレントゲン）
※「視触診」は、平成 28 年度から国の方針に
　 基づき実施しません。

40歳以上の女性
※去年受けた人は対象外。妊娠中の人、水頭症シャン
　ト術をしている人、乳房豊胸術をしている人、ぺース
　メーカーを装着している人は受けられません。

1300 円

子宮がん検診
⇨2 年に 1 回 子宮頚部細胞診検査 20歳以上の女性

※去年受けた人は対象外
900 円

骨粗しょう症検診 骨密度測定 基準日に40、45、50、55、60、65、70歳の女性 900 円

肝炎ウイルス検診 
⇨一生に 1 回

Ｂ型・Ｃ型肝炎の血液検査。国保健診、基
本健診を受診の場合、一緒に採血します。

40歳以上の男女
※過去に肝炎ウイルス検診を受け
　たことがある人、現在肝炎治療
　中の人は対象外。

Ｂ型＋Ｃ型 1000 円

Ｃ型のみ 700 円

Ｂ型のみ 300 円

意 事 項注

健診当日の受付日時

■　　金田保健センター > 6月17日金・18日土　 ■　    受付時間 >　8時30分～11時15分 ■　 

■　　コスモス保健センター > 6月19日日・20日月・21日火　・22日水　 ■　    受付時間 >　8時30分～11時15分 ■　  
乳・子宮がん検診 >　19日日8時30分～12時30分、14 時～15時30分 /  20日月・21日火・22日日・23日日8時30分～13時15 分

「がん検診」「骨粗しょう症検診」「肝炎ウイルス検診」

基本的な健診項目

▶ 加入している保険に関係なく、対象にあてはまれば、次の項目から受診したいものを選んで受けることができます。
▶「70歳以上の人」「生活保護受給者」「町民税非課税世帯の人」「65～69歳の後期高齢者医療受給者」は受診無料です。

▶ 国保加入者は「国保健診」、生保受給者は「基本健診」を無料で受診できます。

住　　所  福智町
電話番号 　（　　　　　　）　　　　　　　---
フリガナ

氏　　名

性　　別 男 ・ 女 男 ・ 女

生年月日
Ｔ・Ｓ・H

年　　月　　日（　　）歳
Ｔ・Ｓ・H

年　　月　　日（　　）歳
※平成29年３月31日時点の年齢をご記入ください。

①午前をご希望の場合は下記にご記入ください。

受けたい項目
○ をつけて
ください

太枠内はご
加入の保険
に関係なく受
診できます。

国保健診 国保健診
基本健診 基本健診

胸部
レントゲン 胃 胸部

レントゲン 胃

乳（2年に1回） 乳（2年に1回）
子宮（2年に1回） 子宮（2年に1回）

大腸 骨（女性） 大腸 骨（女性）
Ｂ型肝炎（一生に1回） Ｂ型肝炎（一生に1回）
Ｃ型肝炎（一生に1回） Ｃ型肝炎（一生に1回）

受診希望日
1つを選び、
○ をつけて
ください

6月17日金金田保健センター 6月17日金金田保健センター

6月18日土金田保健センター 6月18日土金田保健センター

6月19日日コスモス保健センター 6月19日日コスモス保健センター

6月20日月コスモス保健センター 6月20日月コスモス保健センター

6月21日火コスモス保健センター 6月21日火コスモス保健センター

6月22日水コスモス保健センター 6月22日水コスモス保健センター

受付希望時間
○をつけて
ください（※）

受付時間
1：8時30分～9時45分
2：10時～11時15分

受付時間
1：8時30分～9時45分
2：10時～11時15分

②午後の受付：午後の乳・子宮がん検診をご希望の場合は下記にご記入ください

日時会場 6月19日日 14時～15時30分
                 （コスモス保健センター）

6月19日日 14時～15時30分
                 （コスモス保健センター）

受けたい項目に○ 乳 子宮 乳 子宮

※希望の多い受付時間は、申し込みの先着順に確定します。
※「乳がん検診」は、人数により11時30分～13時15分になる場合があります。

住　　所  福智町
電話番号 　（　　　　　　）　　　　　　　---
フリガナ

氏　　名

性　　別 男 ・ 女 男 ・ 女

生年月日
Ｔ・Ｓ・H

年　　月　　日（　　）歳
Ｔ・Ｓ・H

年　　月　　日（　　）歳
※平成29年３月31日時点の年齢をご記入ください。

①午前をご希望の場合は下記にご記入ください。

受けたい項目
○ をつけて
ください

太枠内はご
加入の保険
に関係なく受
診できます。

国保健診 国保健診
基本健診 基本健診

胸部
レントゲン 胃 胸部

レントゲン 胃

乳（2年に1回） 乳（2年に1回）
子宮（2年に1回） 子宮（2年に1回）

大腸 骨（女性） 大腸 骨（女性）
Ｂ型肝炎（一生に1回） Ｂ型肝炎（一生に1回）
Ｃ型肝炎（一生に1回） Ｃ型肝炎（一生に1回）

受診希望日
1つを選び、
○ をつけて
ください

6月17日金金田保健センター 6月17日金金田保健センター

6月18日土金田保健センター 6月18日土金田保健センター

6月19日日コスモス保健センター 6月19日日コスモス保健センター

6月20日月コスモス保健センター 6月20日月コスモス保健センター

6月21日火コスモス保健センター 6月21日火コスモス保健センター

6月22日水コスモス保健センター 6月22日水コスモス保健センター

受付希望時間
○をつけて
ください（※）

受付時間
1：8時30分～9時45分
2：10時～11時15分

受付時間
1：8時30分～9時45分
2：10時～11時15分

②午後の受付：午後の乳・子宮がん検診をご希望の場合は下記にご記入ください

日時会場 6月19日日 14時～15時30分
                 （コスモス保健センター）

6月19日日 14時～15時30分
                 （コスモス保健センター）

受けたい項目に○ 乳 子宮 乳 子宮

※希望の多い受付時間は、申し込みの先着順に確定します。
※「乳がん検診」は、人数により11時30分～13時15分になる場合があります。

【平成28年度】 健診申込はがき金田・赤池会場【平成28年度】 健診申込はがき金田・赤池会場

申し込み期限

乳がん検診は時間内に案内でき
る定員が少ないので、受付時
間が遅くなる場合があります。乳・子宮がん検診 >　17日金・18日土11時30分～13時15分

※ 受診希望者のみはがきに必要事項を記入し、期限までに
　 投函してください。受付時間の確定は申し込み順です。

※ 5月21日㊏を過ぎた場合、6月3日㊎までにコスモス保
　 健センターへ電話（☎28-9500）でお申し込みください。

5月21日土（当日消印有効）

　 住所、電話番号、氏名、フリガナ、性別、生年月日、
　 年齢（平成29年3月31日現在の年齢）をご記入ください。
　 連絡のため、必ず電話番号の記入をお願いします。

　 受診を希望する日を1つ 選んで○をつけてください。

　 受付希望時間と受けたい健診項目に○をつけてください。
　 対象年齢などを左のページでよくご確認ください。

　 記入もれがないかご確認後、点線をはさみで切り取り、
　 切手をはらずに投函してください。

　 はがきとしてこのまま使用できますが、個人情報が含ま
　 れますので、必要な場合は各自の判断で市販の保護シー
　 ルを貼るか、封筒に入れて切手を貼り、投函してください。

【平成28年度】
健診申込はがき

住　　所  福智町　赤 池 9 7 0 - 1

電話番号 　（　0 9 4 7 　）　　    ２ ８ - ９ ５ ０ ０

フリガナ 　　
    

氏　　名   
  

性　　別
男 ・ 女

男 ・ 女

生年月日
Ｔ・Ｓ・H

年　　月　　日（　　）歳
Ｔ・Ｓ・H

    年　　月　　日（　　）歳

※平成29年３月31日時点の年齢をご記入ください。

①午前をご希望の場合は下記にご記入ください。

受けたい項目
○ をつけて
ください

太枠内はご
加入の保険
に関係なく受
診できます。

国保健診
国保健診

基本健診
基本健診

胸部
レントゲン

胃
胸部

レントゲン
胃

乳（2年に1回）
乳（2年に1回）

子宮（2年に1回）
子宮（2年に1回）

大腸 骨（女性） 大腸 骨（女性）

Ｂ型肝炎（一生に1回） Ｂ型肝炎（一生に1回）

Ｃ型肝炎（一生に1回） Ｃ型肝炎（一生に1回）

受診希望日
1つを選び、

○ をつけて
ください

6月17日金金田保健センター 6月17日金金田保健センター

6月18日土金田保健センター 6月18日土金田保健センター

6月19日日コスモス保健センター 6月19日日コスモス保健センター

6月20日月コスモス保健センター 6月20日月コスモス保健センター

6月21日火コスモス保健センター 6月21日火コスモス保健センター

6月22日水コスモス保健センター 6月22日水コスモス保健センター

受付希望時間
○をつけて
ください（※）

受付時間

1：8時30分～9時45分

2：10時～11時15分

受付時間

1：8時30分～9時45分

2：10時～11時15分

②午後の受付：午後の乳・子宮がん検診をご希望の場合は下記にご記入ください

日時会場
6月19日日 14時～15時30分

                 （コスモス保健センター）
6月19日日 14時～15時30分

                 （コスモス保健センター）

受けたい項目に○ 乳
子宮

乳
子宮

※「乳がん検診」は、人数により11時30分～13時15分になる場合があります。

住　　所  福智町　赤 池 9 7 0 - 1

電話番号 　（　0 9 4 7 　）　　    ２ ８ - ９ ５ ０ ０

フリガナ 　　
    

氏　　名   
  

性　　別
男 ・ 女

男 ・ 女

生年月日
Ｔ・Ｓ・H

年　　月　　日（　　）歳
Ｔ・Ｓ・H

    年　　月　　日（　　）歳

※平成29年３月31日時点の年齢をご記入ください。

①午前をご希望の場合は下記にご記入ください。

受けたい項目
○ をつけて
ください

太枠内はご
加入の保険
に関係なく受
診できます。

国保健診
国保健診

基本健診
基本健診

胸部
レントゲン

胃
胸部

レントゲン
胃

乳（2年に1回）
乳（2年に1回）

子宮（2年に1回）
子宮（2年に1回）

大腸 骨（女性） 大腸 骨（女性）

Ｂ型肝炎（一生に1回） Ｂ型肝炎（一生に1回）

Ｃ型肝炎（一生に1回） Ｃ型肝炎（一生に1回）

受診希望日
1つを選び、

○ をつけて
ください

6月17日金金田保健センター 6月17日金金田保健センター

6月18日土金田保健センター 6月18日土金田保健センター

6月19日日コスモス保健センター 6月19日日コスモス保健センター

6月20日月コスモス保健センター 6月20日月コスモス保健センター

6月21日火コスモス保健センター 6月21日火コスモス保健センター

6月22日水コスモス保健センター 6月22日水コスモス保健センター

受付希望時間
○をつけて
ください（※）

受付時間

1：8時30分～9時45分

2：10時～11時15分

受付時間

1：8時30分～9時45分

2：10時～11時15分

②午後の受付：午後の乳・子宮がん検診をご希望の場合は下記にご記入ください

日時会場
6月19日日 14時～15時30分

                 （コスモス保健センター）
6月19日日 14時～15時30分

                 （コスモス保健センター）

受けたい項目に○ 乳
子宮

乳
子宮
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▼
６
月
３
日
金

※
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・

ベ
ル
タ
ー
を
使
い

な
が
ら
、
親
子
で
一
緒
に

楽
し
め
る
体
操
で
す
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２ｰ

２
４
０
１

　

誰
で
も
参
加
で
き
る「
ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防

教
室
」。
受
講
無
料
で
す
。
今
回
は
認
知
症
が

テ
ー
マ
で
、“
看み

取
り
”に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

５
月
25
日
水
9
時
50
分
～

場
所　

方
城
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

問
方
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２ｰ

６
５
５
６

　

子
育
て
に
つ
い
て
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
し
ゃ

べ
り
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
19
日
木
10
時
～
12
時

場
所　

コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー 

会
議
室
１

問
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

岸
谷
さ
ん　

　

☎
０
９
０ｰ

７
３
８
０ｰ

４
５
５
８

　

経
済
セ
ン
サ
スｰ

活
動
調
査
は
、
す
べ
て
の

企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
調

査
員
が
５
月
末
ま
で
に
調
査
票
を
配
布
し
た

後
、
回
収
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
統
計
作
成

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
役
場 

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課

　

☎
２
２ｰ

７
７
６
６

問
福
岡
県
商
工
会
連
合
会

　

☎
０
９
２ｰ

６
２
２ｰ

７
７
０
８

　

看
護
職
体
験
や
講
演
な
ど
を
行
う「
看
護
の

日
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。
※
参
加
無
料

❶
日
時　

5
月
14
日
土
10
時
～
15
時

　

場
所　

警
固
公
園

❷
日
時　

5
月
14
日
土
12
時
～
16
時

　

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

問
県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２ｰ

６
3
１ｰ

１
２
２
１

　

美
し
い
新
緑
の
季
節
を
迎
え
た
英
彦
山
で

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。
３
コ
ー
ス
の
登
山
や
、

名
所
を
散
策
し
な
が
ら
歴
史
を
楽
し
く
学
べ
る

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

日
程　

5
月
28
日
土
～
29
日
日（
１
泊
２
日
）

場
所　

英
彦
山
青
年
の
家
お
よ
び
周
辺

問
英
彦
山
青
年
の
家
研
修
課

　

☎
８
５ｰ

０
１
０
１

　

寝
具（
掛
敷
布
団
・
毛
布
を
１
組
）を
１
週

間
預
か
り
、
洗
濯
後
納
品
し
ま
す
。

対
象
者　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
ま
た
は
、     

身
体
障
害
等
の
た
め
寝
た
き
り
状
態
の
人
で
、

寝
具
の
洗
濯
が
困
難
な
人
。

負
担
金　

６
４
８
円　

締
切
日　

５
月
19
日
木

実
施
予
定
日　

５
月
26
日
木

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
２
８ｰ

９
５
０
２

　

5
月
21
日
土
は
司
法
書
士
に
よ
る
特
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
特
別
相
談
は
事
前
予
約

が
必
要
。
相
談
無
料
で
す
。

❶
日
時　

5
月
12
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

役
場
方
城
分
館

❷
日
時　

5
月
19
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

福
智
町
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

❸
日
時　

5
月
21
日
土
10
時
～
15
時

　

場
所　

金
田
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

❹
日
時　

6
月
２
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

福
智
町
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
２
２ｰ
６
６
３
１

❶
日
時　

５
月
9
日
月
11
時
～
12
時

　

場
所　

福
智
町
役
場 

方
城
支
所

❷
日
時　

５
月
9
日
月
13
時
～
14
時

　

場
所　

福
智
町
役
場 

中
央
公
民
館

❸
日
時　

５
月
13
日
金
９
時
～
10
時

　

場
所　

福
智
町
役
場 

本
庁
舎

問
役
場
福
祉
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

就
学
前
の
親
子
が
対
象
。
開
始
時
間
は
10

時
30
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

❶
わ
ら
べ
う
た
遊
び
▼
５
月
13
日
金

※
歌
い
な
が
ら
親
子
で
遊
べ
る“
わ
ら
べ
う
た
”

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

❷
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
▼
５
月
20
日
金

❸
誕
生
会
▼
５
月
27
日
金

※
5
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
17
日
火
ま
で

　

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

❹
３
B
体
操
～
マ
マ
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
よ
～

　

平
成
28
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
火
で
す
。
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在

の
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
指

定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
税
も
で
き
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所
自
動
車
税
係

　

☎
０
９
４
８ｰ

２
１ｰ

４
９
２
２

　

交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
16
日
月
10
時
～
15
時

場
所　

田
川
市
役
所
市
民
課

問
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
２ｰ

６
２
２ｰ

０
４
０
３

試
験
日
時　
【
一
次
試
験
】
６
月
20
日
月

　
　
　
　

一
般
教
養
、
小
論
文
、
適
性
検
査

申
込
期
限　

６
月
10
日
金 

※
17
時
必
着

※
採
用
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
登
録
や
履
歴
書

　

兼
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
験
資
格
や
応
募
方
法

　

を
確
認
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
や
過
去
２
年
間
の
県
政
モ
ニ
タ
ー

　

経
験
者
を
除
く

任
期　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

募
集
人
数　

３
０
０
人

申
込
期
限　

５
月
31
日
火
ま
で

問
福
岡
県
県
民
情
報
広
報
課

　

☎
０
９
２ｰ

６
４
３ｰ

３
１
０
３

　

農
地
中
間
管
理
機
構（
公
益
財
団
法
人
福
岡

県
農
業
振
興
推
進
機
構
）を
通
じ
て
、
農
地
の

貸
借
を
行
い
ま
せ
ん
か
。
農
地
中
間
管
理
機
構

は
公
的
機
関
な
の
で
、
農
地
の
貸
し
手
は
確
実

に
賃
料
が
入
り
安
心
で
す
。
ま
た
、
受
け
手
は

契
約
を
一
本
化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

農
地
の
貸
し
手
▼
随
時
募
集
中

農
地
の
受
け
手
▼
5
月
1
日
日
～
31
日
火

※
申
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場 

農
政
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
７

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
・
増
改
築
の
計
画
な
ど
の

住
宅
関
連
の
相
談
を
司
法
書
士
・
税
理
士
・
建

築
士
が
無
料
で
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
17
日
火
10
時
～
15
時

場
所　

田
川
市
役
所
１
階 

大
会
議
室

問
田
川
市
住
宅
管
理
校
舎　

　

☎
４
４ｰ

９
８
８
８

日
時　

５
月
11
日
水
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
８ｰ

２
９ｰ

０
２
７
７

　

へ
い
ち
く
列
車
の
運
転
体
験
が
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
４
日
土
10
時
～
12
時

場
所　

平
成
筑
豊
鉄
道
金
田
駅
構
内
６
番
線

参
加
費
用　

１
人
２
千
円

応
募
締
切　

6
月
１
日
水

問
平
成
筑
豊
鉄
道　

☎
２
２ｰ

１
０
０
０

　

賃
金
未
払
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
に
関
す
る
諸
問
題
の

相
談
に
、
司
法
書
士
が
電
話
に
て
応
じ
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
な
ど
に

よ
る
被
害
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
４
日
土
10
時
～
17
時

電
話
番
号　

０
９
２ｰ

７
２
４ｰ

９
５
０
５

問
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　

☎
０
９
４
０ｰ

３
５ｰ

７
１
２
５

　

県
の
施
策
や
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
提
案
や

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
な
ど
を
行
う「
平
成
28

年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。
モ
ニ

タ
ー
に
は
活
動
状
況
に
応
じ
て
図
書
カ
ー
ド

か
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
が
進
呈
さ
れ
ま
す
。
応
募
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

　

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
２
日
木
10
時
～
15
時

場
所　

福
智
町
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

問
田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

☎
４
４ｰ

１
４
２
６

講
習
日
時　

６
月
15
日
水
・
16
日
木

講
習
会
場　

田
川
地
区
消
防
本
部 

２
階
講
堂

申
込
期
間　

５
月
10
日
火
～
６
月
10
日
金

※
申
込
書
は
田
川
地
区
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
必

　

要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
田
川
地
区
消
防
本
部 

予
防
課
予
防
係

　

☎
４
４ｰ

６
２
５
６

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

6
月
１
日
水
～
9
日
木

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

　

☎
０
９
２ｰ

７
８
１ｰ

８
０
２
９

　　

宅
地
・
建
物
の
取
得
、
相
続
・
贈
与
な
ど
の

登
記
に
関
す
る
こ
と
、
税
金
に
関
す
る
こ
と
、

心
配
ご
と
相
談

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

就
職
ト
ラ
ブ
ル
一
一
〇
番

補
聴
器
相
談

ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防
教
室

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
会

平
成
28
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

自
動
車
税
の
納
期
限
に
つ
い
て

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス–

活
動
調
査

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

農
地
の
出
し
手
、
受
け
手
募
集

県
巡
回
交
通
事
故
相
談

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

特
設
人
権
相
談
所

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

県
内
商
工
会
職
員（
経
営
指
導
者
）募
集

女
性
の
健
康
相
談
・
不
妊
相
談

列
車
で
Ｇ
Ｏ
！
へ
い
ち
く
運
転
体
験↑小学３年生以上（車両の運転を行うにあたり支障

のない人）であれば、誰でも参加できます。本物の
へいちく列車をあなたの手で動かしてみませんか。

↑地域商工業者に対する経営相談
指導や、地域振興事業を行います。

英
彦
山
新
緑
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

看
護
の
日
の
つ
ど
い

住民課環境衛生係

問住民課環境衛生係　☎22 ｰ7761

赤池・上野・市場地区の
粗大ごみを６月に収集
　粗大ごみ専用シールをはり、午前８時
までに所定の場所にお出しください。

下町、大和町、東組、中組、西組、
岩屋組、岩屋団地、上の原団地、
赤池団地、板屋団地、稲荷町、昭
和町、本町、貴船、旭ヶ丘、暁町、
車道、徳人原、ひまわり団地、高
尾団地、高尾、下寿、上寿、西寿

伏原１～５、町営伏原、西ヶ丘、
南町団地、南町、県営伏原、伏原
町、西町、下西町、中町団地、中
町、東町、北町、新町、下桜、上
桜、朝日町、中央台、松本町、小藤、
小藤団地、花園、コスモスタウン

緑ヶ丘NT、赤池NT、桜NT、生力
NT、吉ヶ浦、市場団地、猿田、猿畑、
７区、８区、草場、サンタウン

６月
25日土

６月
18日土

６月
11日土

６月
４日土

上野地区



●

●

●

●

●

●

●

●

●

Medical check up

2223

人のうごき（福智町の人口）

Fukuchi town

Fukuoka
prefecture

42.04k㎡

お亡くなりになったみなさんのご冥福を、心より
お祈り申し上げます。 福智町長・福智町議会議長

弔電はひかえさせていただいています

おさめて安心（税の納期限）

チクホーnet（近隣の催し）

● 軽自動車税［全期］ 5月31日火 が納期限です
● 固定資産税［１期 ］ 5月31日火 が納期限です

●人口 23,755 人
　　　 前月比－30 人
　　　 前年比－366 人
　男性　11,269 人
　女性　12,486 人
　　　 転入 114 人・転出129 人
　　　 出生 21 人・死亡 36 人
●世帯 11,168 世帯
　　　 前月比＋15世帯
　　　 前年比－49 世帯
　　　 ※ 平成28年3 月末現在（住民基本台帳人口）

Medical health

5月16日から6月15日までの保健事業日程

俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句

昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

赤
池
隣
保
館
句
会

▶ 14日から現在も余震が続
いている熊本地震。ほんの
数か月前に訪れた土地の変
わり果てた姿をテレビで見て、
衝撃を受けました。毎日毎日、
鳴りやまない地震速報…。被
災地の映像を見ると、本当に
胸が痛みます。町職員も支
援のために本日出発しました。
１日でも早く、熊本のみなさん
が平穏な日々 に戻られること
を心からお祈りします。（黒崎）

大
阿
蘇
の
火
の
国
い
ろ
の
野
焼
か
な

思
ひ
出
の
数
だ
け
涙
卒
業
す

鍬く

わ

と
め
て
次
の
声
待
つ
初
音
か
な

観か

ん

梅ば

い

の
人
に
紛
れ
て
山
の
猿

美
し
き
古
里
日
本
桜
咲
く

臨
月
の
歩
み
ゆ
つ
く
り
春
日
和

喜
び
に
満
ち
た
る
午ご

后ご

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

く
く
と
鳴
く
野
鳩
の
愛
語
地じ

虫む

し

出
づ

マ
ネ
キ
ン
を
寝
か
せ
て
春
を
着
せ
始
む

建
部
三
由
紀

西
田　

真
美

松
岡　

蔦
枝

安
田　

健
一

岩
井　

童
子

新　
　

芳
枝

桂　
　

啓
子

小
野　

美
幸

加
藤
き
み
子

麦
笛
を
吹
い
て
少
年
時
代
か
な

揺
れ
出
し
て
更
に
眩
し
き
雪
栁

や
な
ぎ

涅ね

槃は

ん

図ず

や
声
な
き
声
の
犇ひ

し

め
け
る

囀
さ
え
ず
りや
リ
ュ
ッ
ク
の
番
を
引
き
受
け
て

小
刻
み
に
羽
根
の
音
し
て
大
揚あ

げ

羽は

花は

な

朴ほ

お

の
香
の
中
に
ゐ
て
去
り
難
し

百
年
の
生
家
を
被お

ゝ

ふ
山
桜

囀
さ
え
ず
りや
自
由
と
な
り
し
齢

よ
わ
い

か
な

麗う
ら
ゝ

か
や
新
装
な
り
し
句
会
場

大
久
保
幸
子

水
上　

翆
人

米
原
ふ
さ
枝

芳
野
も
と
子

石
井　

恵
子

小
場　

妙
子

熊
谷
カ
ツ
ミ

千
手　

弘
子

池
田　

駒
女

三
村　

和
子

桑
野　

昭
子

越
智　

早
苗

村
上　

美
幸

白
石　

清
和

福
田
キ
ヨ
子

白
石　

信
子

福
田　
　

昌

杖
を
つ
き
足
引
く
老
い
と
介
護
士
の
優
し
き
掛
け
声
櫻は

な

の
下
ゆ
く

昔
の
城
跡
と
い
ふ
山
の
端は

を
入
り
ゆ
く
夕
日
し
ば
し
眺
め
む

菜
の
花
の
咲
き
誇
り
た
る
河
川
敷
童わ

ら
べ

の
声
の
駆
け
巡
り
た
り

菜
の
花
に
土つ

筆く
し

・
筍

た
け
の
こ・

蕗ふ
き

の
と
う
今
宵
の
晩
酌
「
春
」つ
ま
み
に
せ
む

春
の
日
に
ボ
タ
山
の
跡
掘
り
た
れ
ば
石
炭
の
か
け
ら
キ
ラ
キ
ラ
光
る

日
曜
日
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
出
て
み
れ
ば
学
童
二
人
に
散
歩
さ
そ
わ
る
る

暖
か
く
な
り
桃
の
花
庭
に
咲
き
ま
た
楽
し
み
を
た
ま
わ
り
に
け
り

香
り
た
る
梅
の
花
々
み
あ
ぐ
れ
ば
稚わ

か

き
丸
実
を
育
み
て
を
り

挨
拶
は
垣
根
の
貝ば

い

母も

始
ま
り
ぬ

浅
春
や
朱
唇
残
り
し
観
世
音

花
貝
母
よ
も
ぎ
に
添
ふ
て
頭
垂
れ

遠
き
日
の
国
府
の
跡
や
落
ち
椿

老
松
の
風
や
わ
ら
い
で
緑
立

四あ
ず

阿ま

や

に
迫
る
山
並
春
の
光か

げ

夫
逝
き
て
夢
ン
中
に
も
花
観
せ
し

片
栗
の
花
待
ち
あ
ぐ
む
半
日
蔭

前
方
に
春
の
あ
け
ぼ
の
夜
行
バ
ス

長
尾　

冴
子

藤
井
耿
之
介

山
本
恵
美
子

渡
邊　

一
枝

尾
崎　

和
子

木
村　

誠
一

倉
石　

小
夜

白
石　

凡
子

杉　

フ
ジ
ヱ

炭坑住宅が並ぶ昔の福智町。
瓦屋根を見下ろすように、３匹
のこいのぼりが空高く上げられ
ています。今も昔も変らない、
子どもの幸せや健やかな成長
を願う５月ならではの風景です。

提供者●中川 千佳子さん
撮影日●昭和30年５月

炭坑住宅の中のこいのぼり

▶“４年ぶり”の編集後記とな
りました。またよろしくお願い
します。広報活動はウェブ上
でも行われています。熊本
地震で被災したまちの広報
担当者は、HPやFacebook
に、避難所や住民の命を守
るための情報を24時間体制
で発信し続けていました。福
智町でも今後、情報をできる
だけ早くお届けできる体制を
整えていく予定です。（日吉）

編集後記

５月18日 ㊌【7～8か月児健診】
7～8か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

５月18日 ㊌【乳幼児相談】
2か月児、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

５月25日 ㊌【3 歳児健診】
3歳～3歳 1か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

6月1日 ㊌【4～5か月児健診】
4～5か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

6月1日 ㊌【乳幼児相談】
2か月児、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

6月３日 ㊌【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:30～15:30

6月８日 ㊌【1歳 6か月児健診】
1歳 6か月～1歳 7か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

※金田・方城地区での健康相談をご希望の場合は、コスモス
保健センターまでお気軽にお問い合わせください。各保健
センターなどでご希望に応じて実施いたします。（予約制）
　
問 コスモス保健センター　☎ 28-9500

　問診や診察、身体測定、腹囲測定、血圧、血液検査、尿
検査などの基本的な項目は、加入している健康保険の種類
によって受診場所や申し込み先がそれぞれ異なります。　
※詳細は P14～19 に掲載していますので、ご覧下さい。
日程 : 金田保健センター　　　6 月17 日㊎・18 日㊏
　　  コスモス保健センター　 6 月19 日㊐～22日㊌

郵送での申込受付期間：5月21日㊏ まで（P17のはがきを郵送）

電話での申込受付期間：5月23 日㊊ ～ 6月3日㊎

問 コスモス保健センター ☎ 28-9500

【金田保健センター・コスモス保健センターでの健診】

本年度の健診を受付中！！

【糸田町】

【田川市】

【添田町】

糸田祇園山笠
5月14 日土 18：00 ～・15 日日 17：00 ～
最大で高さ９ｍ、重さ２トンにもおよぶ山笠が
威勢のいい掛け声とともに町内を練り歩きま
す。糸田が感動と興奮に包まれる２日間です。

問 糸田役場地域振興課　 ☎26-4025
風治八幡宮川渡り神幸祭
5 月17 日土・18 日日（彦山川周辺）
450余年の歴史を誇る県五大祭りの一つ。
豪華絢爛な 2 基の神

み

輿
こ し

を先頭に、色とりど
りの巨大なバレンを立てた山笠 11基が勇壮
に川を渡ります。ぜひご覧ください。
※川渡り神事は、21日土が15：30ごろから、
　22 日日が14時ごろから行われます。
問 田川市たがわ魅力向上課 ☎44-2000
第51回英彦山山開き
5 月29 日土 11：00（英彦山中岳山頂）
山の安全を祈願する山開き。28 日 土 19 時
から英彦山青年の家で前夜祭が行われます。
問 添田町役場まちづくり課 ☎82-1236

↓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ク（
役
場
跡
地
）

に
、
大
迫
力
の
山
笠
が
大
集
合
し
ま
す
。
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↓ 50分の１の模型を見ながら、経緯や設計内容について来場者約120人に説明。

図書館・歴史資料館 住民説明会多くの魅力を備えた拠点をめざして

　来年３月に開館予定の図書館・歴史資料館の設計が完了し、
３月30日に地域交流センターで住民説明会が行われました。
３Ｄプリンターなどの機器を設置した「ものづくり工房」や「録
音室」、「サイレントルーム」、食育の場となる「キッチンスタジ
オ」、地元の食材を活かした「カフェ」などの機能を紹介。誰
もが立ち寄りたくなる施設をめざして協議を重ねていきます。

↓６年生のユニークな歓迎の出し物で、それまでの緊張がほぐれた伊方小新入生。

町内２事業者が「人気のお店賞」を受賞通販サイトで１位人気を季節リレー

町内８校で449人が入学緊張感と安心感に包まれた入学式

　町内の小学校５校で４月７日に、中学校３校で４月８日にそ
れぞれ入学式が行われました。本年度は、小学校213人（市
場小55・上野小9・金田小79・伊方小57・弁城小13）、中学校
236人（赤池中93・金田中78・方城中65）の新１年生が、期
待を胸に入学。伊方小では、６年生が劇で学校紹介をしたり、
校歌を披露したりして、和やかに新入生を迎え入れていました。

田川合唱団チャリティーコンサート音楽の力で想いを被災地へ

↑それぞれの人の胸に“生きる勇気”を与えた歌声が、約70人の心を揺さぶりました。

　田川合唱団による熊本地震復興支援のコンサートが、4月
22日に役場本庁ロビーで行われました。昼休みに26人のメ
ンバーが「かもめの水兵さん」や「故郷」、「花は咲く」など計
14曲を披露。偶然役場を訪れた人も足を止め、感動のアン
コールまで聴き入り、中には涙を流す人も。およそ30分で集
まった募金6万円以上とともに、被災地へエールを送りました。

金田菅原神社神幸祭の子ども山笠運行大人顔負けの掛け声と練り回し

↑長寿園で入所者約50人に、元気いっぱいに山笠を披露する町部の子どもたち。

　金田菅原神社の神幸祭が４月16日から２日間行われ、囃
はや

子
し

の音色と「オーラーヤッサ」の威勢のいいかけ声が春空に響き
渡りました。この祭りは長らく途絶えていましたが、青少年の
健全育成を目的に平成９年に復活。子どもが主役の春の風物
詩として定着しました。地域の人や保護者が沿道で見守る中、
各地区の子ども山笠が元気に練り歩き、春のまちを彩りました。

虎尾桜が満開に枝広げ鮮やかに花見客を魅了

↓大名茶陶の伝統や新開発の「巴ライン」など、幅広く紹介したＰＲパンフレット。

　国指定伝統的工芸品「上野焼」のパンフレットが完成しまし
た。地域総合整備財団の助成を受け、上野焼協同組合が発
行。400年以上の歴史や多彩な技法をはじめ、催しや町の見
所なども掲載しています。パンフレットはA5版１２ページで
上野焼陶芸館や公共施設で無料配布予定。豊前小倉藩窯の
伝統や国焼茶陶の魅力を凝縮した一冊に仕上がっています。

上野焼パンフレット完成四百年の伝統と魅力を一冊に凝縮

↑「人気のお店賞」を受賞した上野の里ふれあい市㊧と福智ブランドファクトリー

　福岡の名産品通販サイト「福岡よかもん市場」での人気が
評価され、上野の里ふれあい市と福智ブランドファクトリー
が２月15日に表彰されました。福岡県が国の地方創生の交
付金で行った「ふるさと割」の事業で、夏場は「ふくち☆リッ
チジェラート」、秋からは「上野の里米」がそれぞれ１位の人
気を獲得。福智と名産品の魅力を全国に広く発信しました。

↓県を代表する一本桜として定着した虎尾桜、週末は団体や家族連れなど数千人の花見客を迎えました。

　福智山の中腹に咲く県内最大最古のエドヒ
ガン「虎

とらおざくら

尾桜」が、３月末に満開を迎えました。
唯一晴天に恵まれた土曜日の４月２日は、麓

ふもと

の沿道に長蛇の車の列ができるほどの人気ぶ
り。県外ナンバーの車も多く見られました。こ
こ数年でさらに大枝が枯れるなど、治療を重
ねてきたこともあり、枝ぶりが小さくなった虎
尾桜。しかし、静寂な杉林の中でひときわ鮮
やかに開花した姿は、依然として圧巻でした。
樹齢600年以上の生命力に満ちた一本桜を見
上げ、多くの花見客がカメラを向けていました。
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HAPPY
BIRTHDAY

5月生まれ

福智が誇る自然や歴史を満喫
　「虎尾桜を心配す
る世話人会」主催の
自然 観賞会・史跡
探訪が3月27日に
行われ、町内外から
25人が参加しまし
た。虎尾桜や上野
焼古窯跡などを巡

り、その歴史的背景を感じられる企画。参加者は「こんなに素晴
らしい場所があるとは」と福智の魅力を再発見した様子でした。

↑
参
加
者
の
心
を
癒
や
し
た「
白
糸
の
滝
」

役場新人職員が万一の対処法を学習
　田川郡７町村の
役場新人職員を対
象とした「防災教養
研修」が４月21日
から２日間、金田分
館と金田ドームで
行われました。消
防署員がAEDの使

い方や防火管理などを丁寧に指導。心肺蘇生法などの実践や署
員の講話で 54人の新人が防災意識を高め、万一に備えました。

↑
心
肺
蘇
生
方
法
を
学
ぶ
福
智
町
の
職
員

伊方古墳で貴重な公開授業
　伊方小 6 年生が
田川地区最大級の
横穴石室がある「伊
方古墳」を４月22日
に見学しました。約
1,400年前に先人
たちが作り上げた
普段非公開の石室

内部を体感した52人の子どもたち。日ごろ校舎のそばにある貴
重な県指定史跡を五感で感じ、古代のロマンに目を輝かせました。

↑
学
芸
員
の
説
明
に
、
興
味
津
々
の
児
童

ピカピカの１年生に黄色い帽子を寄贈
　下田川ライオン
ズクラブが４月７日
に教育委員会を訪
れ、新１年生213人
に交通安全の帽子
を寄贈しました。下
田川ライオンズク
ラブの日永田孝二

会長は「子どもたちのかけがえのない命を地域全体で守り、健や
かに成長してほしい」と話し、黄色い帽子に思いを託しました。

↑
辻
村
教
育
長
に
手
渡
す
日
永
田
会
長
㊧

四季折々の美しさを表現した作品展
　４月13日から６日
間、三彩会・青陽会
の14回目となる作
品展が上野焼陶芸
館のギャラリーで開
かれました。会員
18人が思いを込め
た43作品が並ぶ会

場では、描かれた桜や紅葉、季節の花々が春夏秋冬を感じさせ
る空間を演出。346人の来場者が趣ある作品に心奪われました。

↑
三
彩
会
の
水
彩
画
と
青
陽
会
の
油
絵

大空泳ぐ園児手づくりの鯉のぼり
　神崎保育所の年長・年中・年少
組 48人の園児による手作りの「鯉
のぼり」が、４月15 日に園庭の大
空へ掲げられました。クラスごと
に自画像や手形、はじき絵などで
鯉のウロコを彩り、約１週間かけ
て作成。晴天に恵まれて迎えた当
日、園児たちは童謡の「こいのぼり」
を口ずさみながら、元気に大空を
泳ぐ姿を笑顔で見守っていました。

↑「
お
父
さ
ん
こ
い
の
ぼ
り
」を
制
作
し
た
年
長
組
の
園
児

ゆうざき「ホルモン焼きそば」が大盛況！
　田川地区の麺店
が大集合した「麺’s
フェスタ2016」が
3月20日に福岡県
立大学で開かれまし
た。来場者の人気
投票では、福智町
から出店した金田駅

前の飲食店ゆうざきの「ホルモン焼きそば」が見事２位に。約 8,000
人に各店が自慢の逸品をPRし、田川が熱く盛り上がりました。

↑
列
が
で
き
る
ほ
ど
大
人
気
の
ゆ
う
ざ
き

横
よこ

山
やま

 芽
め

依
い

ちゃん❶
H27.5.12 生（神崎 田の口）

仲
なか

谷
たに

 ひかりちゃん❶
H27.5.21 生（伊方 古門団地）

谷
たに

口
ぐち

 都
と

愛
あ

ちゃん❶
H27.5.23 生（伊方 中原）

木
き

原
はら

 拓
たく

巳
み

くん❶
H27.5.4 生（金田 人見）

前
まえ

田
だ

 凪
なぎ

翔
と

くん❸
H25.5.14 生（赤池 板屋団地）

栁
やなぎ

 大
たい

陽
よう

くん❸
H25.5.14 生（神崎 神崎二）

木
き

戸
ど

 淳
じゅん

介
すけ

くん❷
H26.5.9 生（伊方 鶴ヶ丘）

若
わか

林
ばやし

 五
い

十
そ

六
ろ く

くん❸
H25.5.2 生（神崎 柿添団地）

樗
ちさ

木
き

 萌
もえ

梨
り

ちゃん❶
H27.5.29 生（弁城 方城団地）

田
た

端
ばた

 和
かず

樹
き

くん❸
H25.5.25 生（金田 宝見）

久
ひさ

冨
とみ

 悠
ゆう

里
り

くん❸
H25.5.21 生（金田 本町）

石
いし

光
みつ

 奏
か な

都
と

くん❸
H25.5.20 生（金田 宝見）

松
まつ

野
の

 妃
ひ

栞
おり

ちゃん❷
H26.5.26 生（伊方 東ヶ丘）

阿
あ

南
なみ

 瑠
る

偉
い

くん❷
H26.5.17 生（伊方 新門）

相
あい

原
はら

 妃
ひ

愛
な

乃
の

ちゃん❸
H25.5.11 生（神崎 南木）

締切日はお誕生月の前月
10日まで。（土・日・祝日
の場合は翌開庁日）今月
は6月に誕生日を迎える
満１歳～3 歳までのお子
さんの写真（デジカメの場
合はデータ）を募集します。
5月13日金までに役場
窓口に持参して申し込み
ください。（締切厳守）
▶役場総務課 広報担当
　 ☎22-0555

笑顔募集中！
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で
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い
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ど
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面
接
の
受
け
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え
も

履
歴
書
の
書
き
方
も
自
信
が
無
い
…

求
人
情
報
を
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て
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た
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い
ま
い
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よ
く
分
か
ら
な
い
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定
年
を
過
ぎ
て
も
働
き
た
い
！

資
格
を
と
っ
て

就
職
に
生
か
し
た
い
！

福智町しごと相談窓口
しごと相談窓口は“働きたい！”を応援します

どうぞお気軽にお立ち寄りください！
福智町役場本庁２階（役場左の階段から2階へあがってすぐ！）

ハローワークと同等の最新の求人情報を提供
➡全国840,897件（4月18日現在）の情報が閲覧可能

家から近い窓口でこまめにチェックできて便利
➡10代～70代の幅広い年代のかたに活用されています

履歴書の書き方など就職に関する相談が可能
➡ハローワークで就労経験のある相談員がお応えします

求人の内容などの疑問に親切丁寧に対応

セミナーや就業訓練などの受講もサポート

雇用保険受給中のかたの求職活動証明をします

毎週火曜日の13:30～16:00はハローワーク職員
による「出張職業紹介」を実施中

近くて便利！しごと相談窓口をご利用ください

▶福智町しごと相談窓口

これまで10人の
かたの

就職が決定しま
した！

H27.10開設

☎0947-85-8405
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